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第 1 章：問題と目的 
 
第 1 節：内戦以降の教育システムの構築 
本節では、ポル・ポト政権崩壊後、内戦期を経て現在にいたるまで、カンボジアの教育
システムがどのように整備、構築されてきたのか、そのプロセスを概観する。その上で、
カンボジアにおける、コミュニティ・プレスクール教師の養成に着目する本論の意義を明
確にする。 
 
1. ポル・ポト政権崩壊（1979 年）から新政府成立（1991 年）まで 
カンボジアの政府の推定によると、3 年間にわたるポル・ポト政権下での犠牲者はおよ
そ 170 万人にのぼり、子どもや女性だけでなく、僧侶や知識人といった社会的に高い地位
の人々が虐殺の対象とされた。その結果、教師の 75％、大学生の 96％、そして小学生・
中学生の 67％が虐殺されることとなった。また、教育への弾圧は激しく、教育インフラは
ことごとく破壊され、その対象は教科書にまで至った1。 
1975 年から続いたポル・ポト政権は 1979 年に崩壊するが、その後も、国の情勢は非常に
不安定であり、その後約 10 年にわたり内戦状態に陥った。その結果、カンボジア国内の
識字率は著しく低下し、教育省の調査によれば、1981 年の時点で識字率はわずか 14％、
100 万人以上の成人が文字の読み書きができなかった。そうした中、識字教育・初等教育
は国の復興に欠かせないものとなっていた。ただし、虐殺によって教師の数が圧倒的に足
りておらず、教師の養成は急務であった。 
 当時の教師は、ポル・ポト虐殺から生き残った知識人・旧教師の中から選ばれた。彼ら
は 1 ヶ月から 2 ヶ月半程度の短期研修プログラムを受け、修了者は、教育省および地方の
教育行政官・教職員・教師養成校の指導教員に任命された。当時は、かろうじて読み書き
できる人が、読み書きのできない人に文字を教えるのが精一杯の状況であった2 。 
1979 年 1 月 7 日に新政府が設置され、同年 9 月 24 日に最初の学年度が始まることが全国
的に宣言された。1978 年のベトナムによるカンボジア侵攻により、カンボジア国土の大半
はベトナムに占領されていたため、当時の教育制度やカリキュラムはベトナムに準じたも
のであった。また、教科書もベトナムの教科書を翻訳したものが使われていた。 
教育制度は初等学校 4 年、前期中等学校 3 年と後期中等学校 3 年の 4・3・3 制度としてス
タートした。一方で、1975 年までの教育制度はフランス植民地期からのものを継承して発
展し、初等学校 6年、前期中等学校 4年、後期中等学校 3年の 6・4・3制であった3 。 
1978 年 12 月 25 日に 12 万人のベトナム軍がカンボジアに侵攻した。ポル・ポト政権の弾
                                                              
1 コン・エン (2016) カンボジアの学校教員養成の制度的考察 －教員養成センター政策を中心として－ 教職教育セ
ンタージャーナル 第 2 号 
2 Sideth S.Dy （2003）External Assistance Programs for Basic Education in Cambodia : The Impact on the 
Government`s Educational Policies and Development : Hiroshima University, Part III, No.52, pp.139-144 
3 Khlok Vichet Ratha (2003) ポル・ポト後カンボジアにおける教育システム再構築に関する－ベトナム化と再クメ
ール化課程に注目して－ 教育学研究 第 70 券 第 3 号 
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圧を受けてベトナムに逃れていたカンボジア人は、同政権打倒のために立ち上がり「カン
プチア救国民族統一戦線」を結成した 。ベトナム軍の侵攻はこの救国戦線の援助要請を
受けての行動とされた。1979 年 1 月 7 日、ベトナム軍と救国戦線の合同軍はプノンペンを
制圧した。ヘン・サムリンが国家評議会議長に就任し、「カンプチア4人民共和国」の樹立
が宣言された。ヘン・サムリン政権はベトナムの支援のもと、社会主義国家の建設を目指
した 。 
 1979 年から 1989 年までカンボジアはベトナム駐留軍の厳しい統制下に置かれ、一党独裁
体制のもと、計画経済が推進された。当時、学校建設、教材設備、教育カリキュラム作成
などが旧ソビエト、ベトナムの援助によって行われた。また、ロシア語およびベトナム語
が前期・後期中等教育カリキュラムに導入されたことで、ベトナム、旧ソビエトから教師、
技術指導教員、専門家が派遣された。こうした海外からの専門家の受け入れは、教師養成
機関あるいは高等教育機関における人材不足の影響もあった。 
 当時、マルクス・レーニン主義が必修教科として教えられた。言語だけでなく教育理
念・内容面でもベトナムのもの・旧ソビエト型モデルが持ち込まれた。旧ソビエトからの
専門家が多数派遣され、旧ソビエトによるカンボジア人留学生の受け入れも積極的に行わ
れた。こうした過程は、カンボジアが国家形成において旧ソビエトの社会主義政治理論の
影響を受けていたことを意味した。しかし、国連はベトナム軍の侵攻を人権侵害にあたる
行為と認識し政治的理由から、人道主義的緊急復興支援を Unicef、世界食糧計画、
UNHCR（United Nations High Commissioner for Refugee）に限った。1987 年以降、ベ
トナム軍の撤退計画に従って、高等教育段階での教授用語のクメール語化が促進された5。 
 
2. 1991 年以降から現在までの教育制度 
カンボジアは 1991 年のパリ和平協定成立後、国連の暫定統治下で自由選挙を実施し、民
主体制へと移行した。 
内戦後から現在まで、カンボジアでは基礎教育の普及が目指されてきたが、ポル・ポト
政権下において破壊された教育制度の再機能化、学校改修と建設などのインフラ整備とい
った「ハードの改革」であった6。また、カンボジアは 1990 年のジョムティエン世界宣言、
2000 年のダカール世界教育フォーラムで議論された、基礎教育の普及に関する世界的な国
際開発目標「万人ための教育（Education for All）」を満たすための努力がなされてきた。 
とくに、幼児教育については、幼児の健康の促進、ウェルビーイングおよび 6 歳以下の
                                                              
4 「カンプチア」と「カンボジア」は同じ意味であり、前者はクメール語の発音で、後者は英語の発音である。カン
ボジアでは政治変化とともに国名は「カンボジア王国」（1954－70 年）、「クメール共和国」（1970－75 年）、「民主カ
ンプチア」（1975－79 年）、「カンプチア人民共和国」（1979－90 年）、「カンボジア国」（1990－93 年）、そして再び
「カンボジア王国」（1993－現在）へと変わってきた。多くの外国資料では 1970 年代中期から 1980 年代まで「カン
プチア」という用語がよく使われ、1990 年代以降「カンボジア」が用いられるようになった。 
5  Khlok Vichet Ratha (2003) ポル・ポト後カンボジアにおける教育システム再構築に関する－ベトナム化と再クメー
ル化課程に注目して－ 教育学研究 第 70 券 第 3 号 
6 羽谷沙織 (2006) カンボジアにおける教育開発 －プロジェクトをめぐる住み分けと援助強調のポリティクス － 名
古屋大学大学院教育発達科学研究科教育科学専攻「教育論叢」第 49 号 
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子どもの就学準備という役割も期待されている。これらの政策では、すべての子ども（恵
まれない子どもたち、貧困の子どもたち、女の子、障害を持っている子どもたちおよび少
数民族の子どもたち）によい影響を与えることが目的とされている7。 
こうした目標に向けて、カンボジアには多くの国際援助機関が参入し、教育分野の開発
のためにサポートをしてきた。Sideth(2003)8によれば、1990 年代の半ばには多くの外部援
助機関がカンボジアを支援していた。これらの援助は 1994 年から 1999 年までの間に年間
教育費の 58％をカバーしていた。 
Unicef は、子どもに適切な栄養および、衛生的、安全な環境を提供するといった、幼児
期の発達（Early Childhood Development）に投資することで、特に貧困の子どもおよび
非常に脆弱な子どもの成長を促進することができるとしている。こうした Unicef などの
国際協力機関による援助が効果を上げ、2000 年から 2014 年の間に 5 歳以下の子どもの死
亡率は 1,000 人当たり 124 人から 35 人に減少した。近年では、幼児教育機関に通ってい
る子どもの数は急激に増加している9。 
 
第 2 節：幼児教育の整備 
1. 4 つの幼児教育機関の特徴 
現在のカンボジアの幼児教育は、以下の 4 つの形態に分けられる。ここでは、浜野隆10
を参考に、（1）公立幼稚園（State Pre-School）、（2）私立幼稚園（Private Pre-School）、
（3）コミュニティ・プレスクール（Community Pre-School）と（4）在宅プログラム
（Home based Education Program）の順に、システムを概観する。 
 
a. 公立幼稚園（State Pre-School） 
公立幼稚園はカンボジアの教育青年スポーツ省（教育省）の管轄にある。公立幼稚園は 9
割以上が公立小学校に併設されているか、小学校の施設の一部を利用している。教師はカ
ンボジアでの唯一の就学前教師養成機関である国立就学前教師養成校（Pre-School 
Teacher Training Center）の卒業生、あるいは幼児教育の研修を受けた小学校教師である。
なお、国立就学前教育養成校は受講生の人数が限定され、毎年 200 名しか受け入れない。 
通常は 3 歳から 5 歳児まで各学年のクラスの運営を行うことになっているが、施設や教師
不足により 5 歳児クラスが優先され、3、4 歳児は年齢混合クラスである場合もある。運営
                                                              
7 Unicef(2016) UNICEF IN CAMBODIA COUNTRY PROGRAMME 2016-2018 (in English and Khmer), Phnom 
Penh: Unicef Cambodia 
8 Sideth S.Dy （2003）External Assistance Programs for Basic Education in Cambodia : The Impact on the 
Government`s Educational Policies and Development : Hiroshima University., Part III, No.52, pp.139-144 
9 Unicef2016) UNICEF IN CAMBODIA COUNTRY PROGRAMME 2016-2018 (in English and Khmer), Phnom 
Penh: Unicef Cambodia 
10 浜野隆（2008）『カンボジアにおける幼児教育に関する調査報告書』お茶の水女子大学グローバル COE プログラム
「格差センシティブな人間発達科学の創生」 
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時間は、1日 3時間、週 5日間、年間 38 週間となっている。 
 
b. 私立幼稚園（Private Pre-School） 
私立幼稚園はビジネスとして会社や個人が経営している場合と、宗教組織（主にキリス
ト教）などが運営している場合がある。それらは基本的には政府の認定を受けている（手
続きは各州の教育局が担当している）が、認定を受けずに運営する幼稚園も少なくない。
また、州や市の教育局が査察や監督を行うことになっているが、実際は認可時以外ほとん
ど行われておらず、登録児童数などのデータを教育局に報告するのみの関係である。日本
でいえば、塾のような形態で行われているといってもよい。 
私立幼稚園の運営形態は多様であり、幼稚園の定義もはっきりとはしていない。これま
で中央と地方の報告システムが十分に整備されてこなかったため、教育省幼児教育局が把
握している私立幼稚園数が、地方幼児教育担当（州や市の教育局）が把握している数値と
異なっているということがしばしば見られる。 
教師の資格制度も曖昧であり、公立幼稚園のような養成課程を受けなくても教師になるこ
とが出来る。 
私立幼稚園は定義や基準は一律のものではなく、各州や市によって幼児教育担当に任さ
れているのが実態であるし、運営形態、カリキュラム、授業時間、対象年齢が多様なもの
となっている。 
 
c. コミュニティ・プレスクール（Community Pre-School） 
コミュニティ・プレスクールは公立幼稚園がない地域において、コミューンが Unicef や
Save the Children Norway と連携する形で設立されている。また、NGO の支援などでコミ
ュニティの運営委員会を設立して運営を行っている。授業を行う場所も多様である。コミ
ュニティ内の小学校の中の一時的建物、寺院、村民や教員の家、木の下などを活用して行
われている。Unicef 対象地域では学費は基本的に無料である。幼児教育局作成の週ごとの
カリキュラム・マニュアルに沿い、1 日 2 時間、週 5 日間、年間 24 から 36 週間運営され
ることとなっている。 
コミュニティ・プレスクールの教師はコミュニティから人材を選出し、教育局による数
日間の養成研修を受けて教師となる。対象とする子どもは公立幼稚園と同じく 3 歳から 5
歳児までである。クラス運営は様々であり、年齢ごとのクラス運営を行っている所もあれ
ば、3歳から 5歳児が 1つのクラスで行っている所もある。 
 
d. 在宅プログラム（Home based Education Program） 
在宅プログラムは公立幼稚園がない地域においてコミュニティ内の母親がグループを作
って情報交換や学習をしながら、家庭内で自らの子どもへ教育的な指導を行うものである。
在宅プログラムも Unicef と Save the Children Norway により支援されている。Unicef
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の支援地域では、各母親グループでは研修を受けた「コア・マザー」といわれる人物が代
表となって、地域を取りまとめ、保健衛生、栄養など子どもの発達や発育の促進の方法に
ついて、週 1 回 1 時間程度の会合を 24 週間開催しメンバーである母親たちに指導してい
る。グループによって、早朝や夕方など参加する母親の都合に沿った時間の設定が可能と
なっている。また、Save the Children Norway はライフスキル教材を開発しており、研
修を受けた母親やコア・マザーに配布されている。 
 
2．カンボジアの幼児教育が抱える課題 
2004 年から 2005 年までの 5 歳児の幼児教育機関の利用率は 24.5% であったが、2014 年
から 2015 年までは 61.4%に増加した。また幼児教育機関に通っている 3 歳から 5 歳児は
2004 年から 2005 年までの 10.8%から、2014 年から 2015 年までは 35.3%に増加した11。幼
児教育機関に通っている子どもの増加の理由は、様々な幼児教育プログラム（公立幼稚園、
私立幼稚園、コミュニティ・プレスクールと在宅プログラムの普及）が始まったからであ
る。しかし、通っている子どもの数は増加しているものの、全国的にはまだ幼児教育の施
設は普及しておらず、財政的な限度から、保育の質も問題となっている12。 
  また、Adrien Bouguen ら13はカンボジアにおける幼児教育の制約を以下のように指摘し
ている。 
a. 予算面での制約  
ある親は子どもを学校に通わせる意思がないと語った。それはつまり 1 冊のノート、１
つのペン、1つの鉛筆、１つのボードと制服を買うためのお金がないということである。 
 
b. 時間の制約 
多くの貧しい家庭は村の外で仕事をする必要がある（例えば、彼らは自分の土地を持っ
ていない）。幼児教育機関に通っている子どもを世話し、学校に連れて行く人が必要であ
る。通常は兄姉がその役割を果たすが、他の仕事のために、弟や妹の世話をすることがで
きなくなる。こうした状況は歴史的・人口統計的にカンボジアでは寿命が短いためこと、
多くの家族に祖父、祖母がいないことから、小さな子どもが世話できないために生じる。 
c. 距離面での制約 
ある村は道から遠く広く地域にある。子どもを午前中学校に通わせた場合、11 時には子
どもを迎えに行かないといけない。 
d. 習慣面での制約 
                                                              
11 お茶の水女子大学グローバル COE（2008）『カンボジアにおける幼児教育に関する調査報告書』お茶の水女子大学
グローバル COE program 
12 三輪千明（2014）カンボジアの幼児教育―途上国農村部におけるアクセス拡大の方法と課題 
http://www.blog.crn.or.jp/lab/01/56.html 2018.04.23 閲覧 
13 Adrien Bouguen,Deon Filmer,Karen Macours,Sophie Naudeau(2013), Impact Evaluation of Three Types of 
Early Childhood Development Intervention in Cambodia, Policy Research Working Paper, The World Bank 
Development and Public Services Team＆Education Team East Asia and Pacific Region, p. 2‐23 
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未だにカンボジアでは幼児教育機関が一般的ではない。幼児教育機関の教師によれば多
くの村で両親は自分の地域に幼児教育機関ができたことを認識していない。また、ある両
親は自分の子どもがまだ小さいため、幼児教育機関に通わせたくないと考えている。 
 また、お茶の水女子大学グローバル COE（2008）19 によれば、ECCD（Early 
Childhood Care and Development）は「保健」、「栄養」、「教育」、「ケア」の 4 つの領域
によって構成されるが、カンボジアでは「教育」の比重が大きく、「保健」、「栄養」、「ケ
ア」が軽視される傾向がある。また、教育の内容についても、（1）教授法が一斉授業中心
である、（2）知識の伝達が中心である、（3）遊びを通じて子どもの発達を促進する努力が
不足している、（4）幼児期という発達段階を考慮した教育課程ではなく、小学校の教科を
意識したカリキュラムとなっている（5）幼児の総合的な発達（知識、情緒、社会性）へ
の志向が弱い、（6）カリキュラムに保健・衛生などのライフスキルに関する科目が含まれ
ていない（7）カンボジアの文化に根差したカリキュラムが開発されていないため、先進
国のカリキュラムが直接取り入れて、人々の子育ての文化的習慣を考慮していない、とい
った保育の質に関する課題が指摘されている。 
 
3．カンボジアの幼稚園教師養成の現状 
3-1.公立幼稚園教師の養成制度 
教育省教師養成局は、2007 年に幼稚園教師養成カリキュラムを Unicef と協力して改訂し
た。幼稚園教師養成カリキュラムの目的は、第 1 に一般的知識と専門的な技能を有し、子
どもの教育、学習を促進する技能を有し、自己研鑽に励み、情報コミュニケーション技術
に関心を持ち、道徳的に優れ、他者とうまくやっていける教師を育てること、第 2 に地域
社会の発展に参加し、特に親が子どもに教育を受けさせるように働きかけること、親の代
わりとしての役割を果たせるような教師を育てることとしている14。 
カンボジアにおける公立幼稚園教師の養成課程のカリキュラムを紹介した浜野15によれ
ば、養成課程は大きく「専門科目」、「教養科目」、「幼児教育理論および教授法」、「教育実
習」、「教育学研究」の 5つの領域に分けられる。各領域の内容は以下の通りである。 
 
 
                                                              
14 浜野隆（2008）『カンボジアにおける幼児教育に関する調査報告書』お茶の水女子大学グローバル COE プログラム
「格差センシティブな人間発達科学の創生」p36 
15浜野隆（2008）『カンボジアにおける幼児教育に関する調査報告書』お茶の水女子大学グローバル COE プログラム
「格差センシティブな人間発達科学の創生」p36 
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表 1 養成課程の構造および時間配分 
1 専門科目 550 時間 20.7％ 
2 教養科目 726 時間 27.3％ 
3 幼児教育理論および教授法 786 時間 29.5％ 
4 教育実習 588 時間 22.1％ 
5 教育学研究 12 時間 0.5％ 
出所：浜野隆（2008） 
 
小括 
公立幼稚園教師養成学校においては 2 年間で授業を行う。そして、授業では 5 つの科目
があり、5 つの科目（1.専門科目、2.教養科目、3.幼児教育理論および教授法、4.教育実
習、5.教育学研究）の中に、一番時間をかけ、大事だとされる科目は幼児教育理論および
教授法だといえる。上記の養成課程の構造および時間配分の表に書いたように、1 番目の
時間をかけ、教える科目が幼児教育理論および教授法の科目であり、786 時間を使用し、
29.5％となる。2 番目は教養科目であり、726 時間を使用し、27.3％となる。3 番目は教育
実習であり、588 時間を使用し、22.1％となる。4 番目は専門科目であり、550 時間を使用
し、20.7％となる。5番目は教育学研究であり、12 時間を使用し、0.5％となる。 
 
コミュニティ・プレスクールの教師の養成はカンボジアの市・郡・区の教育局により、
技術的な支援（Technically supported）およびモニターリング（Monitored）が行われて
いる。コミュニティ・プレスクールの教師養成は、8 日間から 10 日間まで事前サービスト
レーニング（Pre-Service Training）、および年 5 日間から 8 日間までの現職研修（In-
Service Training）が義務づけられている16。こうした養成を行うことが出来るのは一部の
地域に限られており、また、Unicef を始めとした外部の支援を必要とする。ほとんどのコ
ミューンは外部からの援助を受けておらず、現職研修と事前養成（In-and Pre-service 
training）は不十分であるといわれている。多くのコミュニティ・プレスクールの教師は
新しい教師である。限られる教育および若い（Limited education and young）。それで、
最も研修および定期的な監督さらにコンサルティングが大事であるが、市・郡教育局が提
供できない。 
 
第 3 節：本研究の課題 
カンボジアのノンフォーマルな幼児教育である、コミュニティ・プレスクールや在宅プ
ログラムは質の保証という大きな課題があることが指摘されてきた17。そうした中、2018
                                                              
16 Unicef（2016）Evaluation of Community Preschool Modality in Cambodia April-December 2015 Final Report 
(Volume I) p.9 
17 三輪千明（2014）カンボジアの幼児教育―途上国農村部におけるアクセス拡大の方法と課題 
http://www.blog.crn.or.jp/lab/01/56.html 23.04．2018 閲覧 
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年 1 月にカンボジアの教育・青年・スポーツ省(教育省)はコミュニティ・プレスクールの
効率的運営と質保障に向けて、コミュニティ・プレスクール最低基準を策定した。この最
低基準には、以下の 6つの基準がある。（最低基準の日本語訳は、付録に掲載する） 
基準 1：計画の策定とモニターリング 
基準 2：教えることと学習することの策定 
基準 3：一般的な管理（General management） 
基準 4：レポートとフィードバックの策定 
基準 5：中庭と教室外の遊具の策定 
基準 6：設備の器具と道具の策定 
限られた財源の中で、公立幼稚園を設立することは現実的には困難であり、政府は上記
の最低基準を満たしたコミュニティ・プレスクールに対して資金援助を行う形で、質の高
いコミュニティ・プレスクールの普及を目指している。 
一方で、三輪18が指摘するように、コミュニティ・プレスクールの教師の資格制度は確
立されておらず、地域や支援する国際機関による格差も大きい。特に、コミュニティ・プ
レスクールの教師は公立幼稚園の教師とは異なり、養成制度が確立していない。彼らに対
してどのような養成教育を提供するかは重要な課題となっている。 
本研究では、コミュニティ・プレスクールの教師養成に長年寄与してきた NGO による養
成プログラムの分析を行い、質の高いコミュニティ・プレスクール教師養成のあり方につ
いて検討する事を目的とする。本研究では、カンボジアにおける公立幼稚園教師の養成課
程を基準として、そこに近い養成が実現しているかどうかという点から、カンボジアにお
ける保育の質を議論する。 
そこで本研究では、公立幼稚園の養成教科書とコミュニティ・プレスクール教師養成教
科書との比較検討、養成の観察、関係者へのインタビューを実施する。具体的な研究方法
については、次章において説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                              
18 三輪千明（2014）カンボジアの幼児教育―途上国農村部におけるアクセス拡大の方法と課題 
http://www.blog.crn.or.jp/lab/01/56.html 23.04．2018 閲覧 
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第 2 章：研究方法 
 
第 1 節：調査対象 
調査対象は、カンボジアの幼児教育に関わる NGO である Krousar Yoeung は首都プノン
ペンに位置し、教育・青年・スポーツ省（教育省）と連携し、幼児教育の教材開発に加え、
養成プログラムを提供している。設立は 2001 年 11 月であり、2002 年 8 月に内務省により
公的に認定を受けている。 
Krousar Yoeung はカンボジア語であり、Krousar とは日本語で家族、Yoeung とは私た
ちのことを意味し、Krousar Yoeung とは日本語で翻訳すれば私たちの家族の意味を持つ。
Krousar Yoeung は子どもの健康状態の促進、子どもの認知および開発の推進、育児と子
育ての強化を目的とし、子どもが自信を持って成長することと、子どもの権利を尊重する
というヴィジョンを有している19。 
 
第 2 節：研究の手続き 
本研究では、以下の 2つの観点から検討を行う。 
研究 1：コミュニティ・プレスクール教師養成と公立幼稚園教師養成の教科書の比較分析 
コミュニティ・プレスクール教師養成で使用される教科書と、公立幼稚園教師養成で用
いられる教科書の内容分析を行う。具体的には、コミュニティ・プレスクール教師養成で
使用されている教科書の項目内容と、公立幼稚園教師養成で使用されている内容との重複
点に着目した分析を行う。 
 
研究 2：コミュニティ・プレスクール教師養成プログラムの観察および研修講師へのイン
タビュー 
コミュニティ・プレスクール教師養成の授業場面について、教師と受講生との相互作用
を中心に授業観察を行う。さらに、コミュニティ・プレスクールの養成に携わる実務者 1
名にインタビューを実施し、養成プログラムの実施上の工夫点や課題を析出する。 
 
観察の概要 
Krousar Yoeung により行われたコミュニティ・プレスクールの教師養成プログラムは
22 日間であった。養成期間は 2018 年 8 月 1 日から 2018 年 8 月 24 日まで行ったが、日曜
日は休日である。2018 年 8 月 16 日から 2018 年 8 月 23 日まで受講生と同様に授業を受け、
授業観察を行った。受講生は様々な地域から集まるため、養成プログラムのために、レン
タルルームが 22 日間用意された。 
 
                                                              
19 Krousar Yoeung（2017）Annual Report p-6 
http://www.krousaryoeung.org/wp-content/uploads/2018/08/Report-2017-En-v3.pdf 
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インタビューの概要 
対象者：Nhem Somaly 氏（養成プログラム講師兼プログラム・コーディネーター） 
2018 年 5 月 25 日、8 月 21 日に、それぞれ約 1 時間実施した。氏名の使用の許可を得た
ため、実名表記とする。インタビュー内容は、IC レコーダーを使用して録音した。主なイ
ンタビュー項目は、以下の通りである。 
 
質問 1：養成プログラムを短期間（22 日間）で進める上で注意している点について。 
質問 2：受講生の学歴の多様性について。 
質問 3：授業の工夫について。  
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第 3 章：結果と考察 
 
第 1 節：コミュニティ・プレスクールと公立幼稚園教師の養成教科書の比較検討（研究 1） 
1. Krousar Yoeung によるコミュニティ・プレスクールの教師養成プログラムの特徴 
Krousar Yoeung による研修は 3 つのモジュール(Module)によって構成される。モジュ
ール I（Module I）とモジュール Ⅱ （Module Ⅱ）はインストラクションとして授業を
行う。モジュールⅢはモジュール I とモジュールⅡの授業の内容をレビューし、もっと子
どもに関わる子どもの心理学、理論的なこと深く授業を行うプログラムである。モジュー
ルⅡ、モジュールⅢに参加するための条件としては、モジュール I のプログラムを終了し、
各授業後に行われる試験への合格が求められる。それぞれのモジュールは 22 日間で行わ
れる。本研究では、必修プログラムとされるモジュールⅠに焦点を当てる。 
 
2. モジュール I（Module I）のプレスクールの教師養成について 
a.コースの目的 
モジュールⅠの目的は、「カンボジアにおける幼児教育（ECE）のスキル向上及び、強力
な証拠ベースの知識基盤を作り出す」、「幼児教育における人材を育成する」、「幼児教育の
標準のベースにアクティビティをリードする能力を持つ」とされる。 
 
b.受講条件 
受講の条件としては、以下の 3つが設定されている。 
1．中学 3年生を卒業したもの 
2．公立、私立および工場における幼児教育施設に勤める教師 
3．幼児教育における分野に携わる NGO のスタッフ 
受講条件をみれば明らかなように、教師養成プログラムの受講者は、中学校卒業レベル
のものから、大学卒業後、公立幼稚園の養成課程を卒業したものまで、その幅が非常に大
きいことがわかる。 
 
c.養成スケジュール 
 表 2 にみられるように、Krousar Yoeung によるコミュニティ・プレスクールの教師養
成プログラムは、各モジュール 22 日間で実施される。本研究では必修とされるモジュー
ル 1に焦点を当て分析を行う。 
モジュール 1は、第 1課から第 13 課まである。第 1課はコミュニティ・プレスクール
の目的と役割 (Aims and roles of preschool)、第 2課は心理学と教育学、注意、想像、知
覚、記憶及び基本的な幼児発達 (Psychology& education, attention, imagination, 
perception, memory and basic knowledge on child development)、第 3課は衛生（The 
Basic Knowledge about Hygiene）、第 4課は健康（The Basic Knowledge about Health）、
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第 5課は精神運動（Psychomotricity）、第 6課は描画（Working with hand-drawing）、
第７課は言語（Language Stimulation）、第 8課は科学（実験、環境と観察）Science 
（Experiments, Pedagogical Environment and Observation）、第 9課は知能発達
（Intellectual Development）、第 10 課は保護者との関係（Communication with 
Parents）、第 11 課は子どもに関する仕事、子どもの権利（How to work with small 
group of Children and Child Rights）、第 12 課は子どもの能力評価（Tools to Evaluate 
Children`s Capacity）、第 13 課はスケジュールの作成（Curriculum-schedule）である。 
 
表 2 モジュールⅠのスケジュール 
第 1課 コミュニティ・プレスクールの目的と役割  
(Aims and roles of preschool) 
2 日間 
第 2課 心理学と教育学、注意、想像、知覚、記憶及び基本的な幼児発達 
(Psychology& education, attention, imagination, perception, memory 
and basic knowledge on child development) 
2 日間 
第 3課 衛生（The Basic Knowledge about Hygiene） 1 日間 
第 4課 健康（The Basic Knowledge about Health） 1 日間 
第 5課 精神運動 （Psychomotricity） 2 日間 
第 6課 描画（Working with hand-drawing） 1 日間 
第７課 言語（Language Stimulation） 2 日間 
第 8課 科学（実験、環境と観察） 
Science （Experiments, Pedagogical Environment and 
Observation） 
2 日間 
第 9課 知能発達（Intellectual Development） 2 日間 
第 10 課 保護者との関係（Communication with Parents） 1 日間 
第 11 課 子どもに関する仕事、子どもの権利 
(How to work with small group of Children and Child Rights) 
2 日間 
第 12 課 子どもの能力評価（Tools to Evaluate Children`s Capacity） 2 日間 
第 13 課 スケジュールの作成（Curriculum-Schedule） 2 日間 
出所：コミュニティ・プレスクール教師養成プログラム：モジュール I (2018)  
（ Krousar Yoeung が使用される教科書の内容の日本語訳は、付録に掲載する） 
 
第 2 節：コミュニティ・プレスクールと公立幼稚園教師養成で使用される教科書分析 
1． 公立幼稚園教師養成の教科書概要 
公立幼稚園教師養成の教科書は、1）精神運動(Psycho Motorcity)、2）音楽と歌(Music 
and Song) 、3）幼稚園のための算数 (Pre-mathematic) 、 4）環境を通した教育
(Environmental Pedagogy for kindergarten)、5）幼稚園教師のための教育学(Pedagogy 
for Teacher Training)、の 5冊によって構成されている。 
1）精神運動は、身体的アクティビティを通した学習が中心となっており、精神運動に
関する理論的な説明の後に、ゲーム遊びのリストや、そこでの注意点などが書かれている。
2）音楽と歌は、3 歳から 5 歳まで、それぞれの年齢に即したカンボジアの伝統的音楽が紹
介されている。3）環境を通した教育では、戸外での活動を前提として、カンボジアの伝
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統文化や、身近な産業について学ぶための内容になっている。4）幼稚園のための算数で
は、数への気づきを中心に、身体的アクティビティを通した教育、具体的な実験を用いて
数量への気づきを促すプログラムとなっている。5）幼稚園教師のための教育学は、カン
ボジアにおける教育制度の変遷から、一般的な教育原則、日常生活を通した学びに関する
内容に加え、保育実習の準備のための内容になっている。 
2． 教科書の比較検討 
本研究では、Krousar Yoeung によるコミュニティ・プレスクールの教師養成プログラ
ムの中でも、筆者が直接授業内容を観察することが出来た、第 9 課から第 12 課に限定し
て教科書の比較を行う。公立幼稚園教師養成に使用される教科書第 1 巻から第 5 巻までを
確認したところ、第 9 課から第 12 課までの内容は、全て第 5 巻に収録されていることが
わかった。そこで以下の分析では、第 9 課から第 12 課までの内容と、公立幼稚園教師養
成教科書の第 5巻の各章の内容との比較分析を行う。 
 
2-1.第 9 課「知能発達」の特徴 
第 9課は、6つのセクションで構成される。 
① 子どものどのような態度が、大人から見ると好ましくないか。 
・教師が教えるときに子どもが聞かない 
・友だちの物を盗む 
・友達と喧嘩する 
・教師が教えるとき、子どもが他の友達としゃべる 
・子どもは突然訳が分からなく怒りやすい 
・子どもはすぐに泣きやすい 
・友だちとおもちゃを取り合う 
 
① どうして子どもはこのような態度をとったのか。 
・反抗期だからである。 
・子どもは自分の感情、気持ち（楽しくない、望ましくない、悲しいときなど）を大人に
言葉で伝えにくいからである。 
 
② この態度に関して教師としては子どもを助けるために、どのような対策を取るのか。 
・教師は子どもに自分の感情、気持ち、やった事などを説明させられたり、そして、教師
は子どもに自分のやった事を少しずつ認めさせてもらう。 
・子どもの活動をずっと目から離さない。 
・子どもが教師に話しかけるときはきちんと聞いてあげる。 
・子どもは教師に対して頼りになる存在だと思ってくれたら、遠慮なく教師に自分の感情
（伝えたいこと、悲しい気持ち）などを伝えしやすくなる。 
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・そして、教師は子どもをコントロールしやすくなる。 
 
③ 子どもは他人とよいコミュニケーションを取ることができるために、どのような事を
行った方がいいのか。 
・人なつこい（フレンドリー） 
・友だちとお菓子やおもちゃなどを分けてあげる 
・友だちと相談する 
・質問をするのがよくある 
・他の友だちと協力する 
・自分の番を持つ 
・友だちからのコメントを聞く 
・互いに尊敬する 
・ユーモアがある 
 
④ 子どもによい影響を与えるため教師はどのようなことをするのか。 
・教師は子どもがよいことをやるとき、よい態度を取る時に、子どもを励ますことが重要
である。 
・教師はいつも子どもに遊ぶ時間を与え、遊びの物は子どもに根気をつけさせる、自分の
番まで待たせる習慣を育てる。また、他の友だちとおもちゃを分け合う習慣を付けさせ
ることなどが必要である。 
 
⑤ 教師はいつも子どもを自分勝手に遊ばせるのか。 
・いいえ、子どもは他の子どもたちおよびグループの活動を対応しなければならない。教
師は指導者として子どもに何が良いことか、悪いことなどを教える。そして、子どもに
自信を持たせる習慣をづける。 
 
表 3 第 5 巻と第 9 課の対応表 
  1 2 3 4 5 6 
章  子 ど も
の 態 度
が 大 人
か ら 見
る 
子 ど も
の 取 っ
た態度 
態 度 に
つ い て
教 師 の
対策 
子 ど も
が 他 の
子 ど も
と よ い
コ ミ ュ
ニ ケ ー
ション 
子 ど も
に 良 い
影響 
子 ど も
に 自 分
勝 手 に
遊 ば せ
るか 
1 カンボジアの
教育制度 
      
2 教育概観と教
育学 
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3 職業教育の重
要性 
〇 〇 〇 〇 〇  
4 教えと学び       
5 教えの原則 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
6 就学前教育の
方法 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 
7 学生中心の学
習 
      
8 授業計画       
9 授業研究       
10 実験       
11 教材作成       
12 遊び方の紹介       
13 幼稚園の生活    〇  〇 
14 幼稚園の管理
と評価 
      
15 授業担当教師 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
16 教育原理       
17 幼稚園と小学
校関連 
      
18 教師保護者コ
ミュニティ役
割 
      
19 協力学習       
20 外の活動       
21 特別な教育学       
 
小括 
第 9 課は知能発達という単元ではあるが、内容は、子どもの行動の理解と関わりに関連
するものである。分析の結果、3 章「職業教育の重要性」、5 章「教えの原則」、6 章「就学
前教育の方法」、13 章「幼稚園の生活」、15 章「授業担当教師」に重複が見られた。 
Krousar Yoeung による限られた研修期間の中で、教師の役割や子どもを理解する視点
を丁寧に伝えようとしている姿が見られる。特に、第 9 課の項目をみると「○○はどのよ
うなものか？」という、受講生自身の意見を引き出す形式となっている。具体的な研修の
内容は、分析 2 で行うが、こうした教師の経験を踏まえて、教師の役割、特に子どもを理
解する枠組みを提供しようとするところが特徴といえる。 
 
2-2.第 10 課「保護者との関係」の特徴 
第 10 課は、保護者の役割の重要性、保護者と上手にコミュニケーションを取る方法に
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ついて、ロールプレイを用いて学ぶ内容になっている。保護者は子どもにとって重要な第
一の教育者であり、保護者は子どもの要求に応じてサポートをする（身体的、心理的、愛
情、物質的なサポート）という視点を持ちながら、教師がどのように保護者と関わるのか、
具体的案方略の修得が目標とされる。教師が子どもに関わる情報を知りたいとき、子ども
の発達状況および子どもに変化があれば保護者に伝えたいとき、保護者がどのように子ど
もと関わっているのかを知りたいとき、教師は保護者にコミュニティ・プレスクールの状
況、コミュニティ・プレスクールの活動に招待する時、といった具体的場面が設定されて
いる。 
 
表 4 第 5 巻と第 10 課の対応表 
  1 2 3 
章  保護者と関係
の重要性 
いつ保護者と
連絡を取るか 
ロールプレイ 
1 カンボジアの
教育制度 
   
2 教育概観と教
育学 
   
3 職業教育の重
要性 
   
4 教えと学び    
5 教えの原則    
6 就学前教育の
方法 
   
7 学生中心の学
習 
   
8 授業計画    
9 授業研究    
10 実験    
11 教材作成    
12 遊び方の紹介    
13 幼稚園の生活    
14 幼稚園の管理
と評価 
   
15 授業担当教師    
16 教育原理    
17 幼稚園と小学
校関連 
   
18 教師保護者コ
ミュニティ役
割 
〇 〇  
19 
 
19 協力学習    
20 外の活動    
21 特別な教育学    
 
小括 
第 10 課は保護者対応という限定された内容であり、分析の結果、第 18 章「教師保護者
コミュニティ役割」にのみ重複が見られた。これは、公立幼稚園においても、コミュニテ
ィ・プレスクールにおいても、保護者とのコミュニケーションは重要な課題として位置づ
けられていることがわかる。また、公立幼稚園教師養成の教科書には保護者対応に関する
内容は記載されているが、ロールプレイについては記載されていない。ロールプレイを重
視した実践については、次節で述べることにする。 
 
2-3.第 11 課「子どもに関する仕事、子どもの権利」の特徴 
第 11 課は、コミュニティ・プレスクールの教師が知っておくべき子どもの姿、
Learning through Play といった遊びを通して学ぶという考えが重視される。そこでまず、
子どもが喜んで行う活動が紹介される。 
・体を動かす：歩く、走る、登る、上がる、投げる、引く、押すなど。 
・手を動かす：絵を描く、絵を塗る、切る（紙）、折る（折り紙）、張る、織る。 
・言語能力：読み聞かせ。 
・認知能力：物の形（四角、丸い、三角）、パズル、色、物を並べる（小さい物から大き
い物まで）といった活動。 
子どもはエネルギーに溢れる者であり、泣いたり、ケンカしたりととても体力を使う存
在である。子どもは気まぐれであり、活動をすぐに代えてしまう。また、子どもは挑戦す
ること、競争することがすきであるといった、子どもの特徴について解説されている。 
さらに、子どもの権利条約であげられる 4 つの権利（生きる権利、育つ権利、守られる
権利、参加する権利）について、具体的な子どもの状況を踏まえて解説される。 
 
表 5 第 5 巻と第 11 課の対応表 
  1 2 3 4 
章  子 ど も
の要求 
プ レ ス
ク ー ル
で の 活
動 
子 ど も
の権利 
４ つ の
権利 
1 カンボジアの
教育制度 
    
2 教育概観と教
育学 
    
3 職業教育の重     
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要性 
4 教えと学び     
5 教えの原則 〇 〇   
6 就学前教育の
方法 
    
7 学生中心の学
習 
    
8 授業計画     
9 授業研究     
10 実験     
11 教材作成     
12 遊び方の紹介     
13 幼稚園の生活     
14 幼稚園の管理
と評価 
    
15 授業担当教師     
16 教育原理     
17 幼稚園と小学
校関連 
    
18 教師保護者コ
ミュニティ役
割 
    
19 協力学習     
20 外の活動 〇 〇   
21 特別な教育学     
 
小括 
第 11 課は、第 5 章で取り上げられる「教えの原則」、20 章「外の活動」について、子ど
もの権利という視点から捉えようとする内容になっている。ここでも、子どもの具体的な
活動を紹介しながら、そこでの子どもの反応、例えば泣いたり、ケンカをしたりするとい
う行動も、子どもの権利であるという視点から捉える必要性が提起される。 
 
2-4.第 12 課「子どもの能力評価」の特徴 
第 12 課は、子どもを評価する時の視点についての内容となっている。ここでは、「評価
の目的」、「対象」、「方法」について取り上げられている。 
評価の目的は、子どもの個別の援助方法や、カリキュラムの作成に有効であるとされて
いる。また、評価の結果、「特別な支援」を必要とするこどもを早期に見つけ出すことも
出来るとされる。また、こうした評価を通して、教師および保護者が協力して子どもを支
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援することができるようになることも大切だとされる。 
評価の対象とは、子どもの知識、行動、性格、子どもが優れることについて子どもに関
する情報とされる。特に、子どもの優れている部分を見つけ出すことが重視されている。 
評価の方法については、非公式な評価と公式な評価の 2 つがあげられる。非公式な評価
とは観察を通して評価することである。この観察は評価者が見たこと、また、子どもの作
品から評価する。公式な評価とは質問紙やアンケートを用いて、より正確な評価を行うこ
とである。 
 
表 6 第 5 巻と第 12 課の対応表 
   1 2 3 4 
章   子 ど も
の評価 
評 価 の
重要性 
評 価 の
目的 
評 価 方
法 
1  カンボジアの
教育制度 
    
2  教育概観と教
育学 
    
3  職業教育の重
要性 
    
4  教えと学び     
5  教えの原則 〇 〇   
6  就学前教育の
方法 
〇 〇   
7  学生中心の学
習 
    
8  授業計画     
9  授業研究     
10  実験     
11  教材作成     
12  遊び方の紹介 〇 〇   
13  幼稚園の生活     
14  幼稚園の管理
と評価 
    
15  授業担当教師     
16  教育原理     
17  幼稚園と小学
校関連 
    
18  教師保護者コ
ミュニティ役
割 
    
19  協力学習     
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20  外の活動 〇 〇   
21  特別な教育学     
 
小括 
第 12 課では、子どもの評価が取り上げられている。これは、第 5 巻の中では第 5 章「教
えの原則」、第 6 章「就学前教育の方法」、第 12 章「遊び方の紹介」、第 20 章「外の活動」
に該当する。特に、コミュニティ・プレスクールの教師が、子どもを評価しながら教育実
践を進めていくことの重要性が示される。例えば、第 12 章の「遊び方の紹介」で取り上
げられるような遊びの実践、第 20 章「外の活動」で取り上げられている遠足のような活
動も、教師がその過程を評価しながら進めていくことが大切だということが述べられる。 
 
2.5 教科書分析のまとめ 
本研究では、公立幼稚園教師養成教科書と Krousar Yoeung によるコミュニティ・プレ
スクール教師養成で使用する教科書の比較検討をおこなった。その結果、コミュニティ・
プレスクール教師養成の中では、教えの原理に関する内容が繰り返し教授されていること
が明らかとなった。教えの原理では、社会性や道徳、文化的美徳に関連した内容が教えら
れることになる。ただし、こうした抽象的内容を公立幼稚園教科書で示されているように、
理論的に伝えることはせず、Krousar Yoeung の養成プログラムの中では、第 9課「知能
発達」、第 11 課「子どもと働くことおよび子どもの権利」そして第 12 課「子どもの能力
評価」のなかで繰り返し、具体的な子どもの姿を通して伝えられる。 
 
第 3 節：コミュニティ・プレスクール養成プログラムの実態（研究 2） 
1． Krousar Yoeung での授業観察 
概要 
8 月 16 日：保育実習リハーサル 
8 月 17 日：第 9課（知能発達） 
8 月 18 日：第 10 課（保護者との関係） 
8 月 19 日：第 11 課（子どもに関する仕事、子どもの権利） 
8 月 20 日：保育実習 
 
2． 観察で見られた特徴 
2-1.対話的な授業 
2018 年 8 月 17 日（第 9課：子どもの知能発達）では、養成講師が受講生と対話しながら
授業を進めていく姿が見られた。子どもの態度の理解、子どもの発達段階、子どもの要求
そして教師はどのようなことをして子どもをサポートするのかといった内容である。 
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養成講師は最初に今日の授業のタイトルを書き、そして授業の目標をホワイトボードに
書き、それから、内容に入るための質問を書き、書き終わったら、受講生に答えてもらう。
観察されたやりとりは以下のようなものである。 
 
教えるときは、空に飛行機を飛んでいる音を聞いて、子どもたちはすぐに外を出て
見に行った。いくら教師が何回も出ないでほしいと注意しても、子どもたちが出て
行ってしまった。また、結婚式、お葬式なども同様に結婚式の音楽を聴くとすぐに
クラスを出て行ってしまった。その時どうすればいいのか分からなくて、本当に困
っていた。（受講生） 
 
それに対して、養成講師は次のようにコメントしている。 
 
子どもは集中力が大人と長時間に集中することができないため、様々な活動にすぐ
に興味を持って、新しいことを見たがったり、知りたがったり、分かりたがったり
するので、教師としては厳しすぎない方が良いと指摘した。 
 
その後、子どもの知能発達に関する事例を共有した後、講師から以下のような注意点が
述べられる。 
 
今まで経験してきたことは、コミュニティ・プレスクールでは起こったことはある
子どもは他の友だちのお菓子を盗んだ事例も少なくない。それに関しては教師とし
ては、盗んだ子どもに注意する時は二人だけで相談する。他の子どもの前に注意す
ると、盗んだ子どもにとって、恥ずかしいし、名誉を損なうからである。教師の役
割は母親のようである。 
 
小括 
このように、授業の単元は知能発達(Intellectual Development)という教科書的な内容で
あるが、授業の進行は極めて具体的で、対話を重視した内容になっていた。 
受講生は教師としての経験を語りながら、そこに意味づけをしていくことを援助してい
た。また、自分の思ったこと、経験してきたことを明るい雰囲気の中で語っていた。養成
講師は受講生の意見を丁寧に受け止めている。受講生は養成講師に意見を受け止めてもら
うことによって、自分の意見が大切にされる経験をする。彼らがそれぞれのコミュニテ
ィ・プレスクールに戻った際には、子どもに自分の意見を言わせること、また、その意見
を丁寧に受け止めることの重要性を伝えようとしていることが読み取れた。 
また、養成プログラムでは、座席配置にも工夫が為されていた。教室での座席は、基本
的 Uの形となっており、養成講師が受講生と向き合えるような形となっていた。 
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2-2.具体的なスキルの獲得 
2018 年 8 月 18 日（第 10 課：保護者と関係）では、保護者対応についてロールプレイを
用いた授業が取り入れられていた。受講生にはそれぞれのテーマが与えられ、3～4 名のグ
ループで活動をする。養成講師からそれぞれのテーマをもらうと、メンバー同士でロール
プレイのために会話のスクリプトを考えたり、自分のノートに書き留めたりした。ロール
プレイが終わると、見ている受講生および養成講師からコメントがある。 
そこでは、教師と保護者と関係性の重要性、どんなときに教師は保護者に連絡を取るか
といったことがテーマとなっていた。以下はロールプレイのテーマである。 
a. あなたはコミュニティ･プレスクールの教師である。クラスの中にダラー君は数日間コ
ミュニティ・プレスクールに来られなかった。普段、ダラー君は定期的にコミュニテ
ィ･プレスクールに来ていた。あなたはダラー君の両親と会いに行って、ダラー君のこ
とを聞きに行く。 
b. あなたはコミュニティ･プレスクールの教師である。クラスで一人のモニロットちゃん
はよくコミュニティ・プレスクールの玩具をポケットに隠して家に持って帰ってしま
う。あなたはモニロットちゃんの両親に相談をしに行く。 
c. 3.3 日間くらいソカライちゃんは涙を流しながらコミュニティ・プレスクールに来てい
た。あなたはソカライちゃんには何があったのかを聞きに、ソカライちゃんの両親に
会いに行く。 
d. あなたはマーケットで偶然コミュニティ・プレスクールではとても積極的な一人の子
どものお母さんに会った。この場を借りて、あなたはこの子どものお母さんに自分の
子どもについての活発的な状況について会話を交わす。 
e. ダーヴォット君の両親は自分の息子に勉強をさせている。ダーヴォット君はコミュニ
ティ・プレスクールでは一人で頑張って字を書いたり、読んだりする。あなたはダー
ヴォット君の両親に会いに行って、ダーヴォット君のコミュニティ・プレスクールで
の状況を知らせる。 
f. ソティちゃんは他の子どもと全然一緒に遊ぶことがない。他の子どもから離れて、ず
っと一人で立っている。誰にも喋りたがらない。あなたはソティちゃんの両親に相談
しに行く。 
g. あなたは子どもにご飯を食べる前に手を洗うことを教えた。あなたはコミュニティ・
プレスクールで教えたことを子どもが家で練習するかどうかを子どもの両親に確認す
る。 
h. コミュニティ・プレスクールの教師は保護者にコミュニティ・プレスクールの活動を
促進するためにどのようなことをするのか。 
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小括 
授業の内容は教師と保護者との関係についての授業を勉強してから、もし、そのような
出来事（ロールプレイのテーマ）が起きたら、あなたは教師としてどのような対応を取る
のか、自分で考えて、そしてメンバー同士で一緒に考え、ロールプレイをするのが非常に
面白く、勉強した授業にも繋がるし、日常生活にも繋がる。また、受講生が自分の教師と
いう存在も覚えさせるのを読み取れた。 
 
2-3. 屋外環境を利用した教育実践 
2018 年 8 月 20 日は実習日であった。Krousar Yoeung では 22 日間の研修中に一日、実
習授業が設定されている。実習場所は首都プノンペンにあるコック・ローカというコミュ
ニティ・プレスクールである。首都プノンペンに位置するが、周辺には、お寺や田んぼも
ある。 
コック・ローカ・コミュニティ・プレスクールは、設立当初、Krousar Yoeung が運営
していたが、現在ではコミューンに任せて自立して運営できるようになっている。 
実習は 3 つのクラスがあり、低学年のクラス（3 歳児）、中学年のクラス（4 歳児）と高学
年（5 歳児）がある。実習時間は一人ずつが 30 分程度である。1 クラスは普段は子どもの
人数は 20 名から 25 名の程度である。参加した受講生は 18 名であった。筆者は、受講生
の Mさんが担当する高学年クラスを観察した。 
 
a. 観察：ヤシの木（7：30 から 8：00） 
M さん受講生が担当する科目はヤシの木とココナッツの木を観察する予定であったが、
ココナッツの木は学校の周辺になかったため、ヤシの木の観察だけが行われた。 
子どもの人数は 14 名であった。担当の M さんに加えて、F さんがアシスタントとして参
加した。その様子を 1名の養成講師が評価をしていた。 
M 受講生がなるべく子どもに質問をたくさん聞いて、子どもから様々な答えをもらい、
教師中心の活動だけではなく、子どもも積極的に答えしてもらう。正しくない答えでも、
M 受講生がヒントを挙げたり、答えが正しいときは褒めたり、子どもに自分に拍手してあ
げたりする。授業内容はヤシの木の形はどう？高い？低い？ヤシの木のメリット、ヤシの
木の色、ヤシの木の葉っぱ、ヤシの実などについて M 受講生が質問を引き出し、子どもが
答えてもらう。その授業の目標は子どもが周辺の物に気づけたり、言葉を増やしたり、自
分の考えを発言したりすることを読み取れた。 
 
小括 
教室の外で観察という授業は子どもに日常的に当たり前だと考え、身の回りに気づかな
かったりするのが多い。その授業の活動を通して、子どもは自分の周りにあるものに興味
を持たせたり、大事したりする。例えば、普段はヤシの木は家の近くにあるが、ヤシの木
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のメリットとか、自然の重要性を人にどんなにいい影響を与えるのかを考えさせられたり
する。そして、子どもは自分の言葉を教師から自由に発言することを通して、自分の考え、
自分の意見を大事にし、他人に共有することが読み取れた。また、このような習慣をつけ
れば、子どもが将来自分に自信を持って、他人と対等に会話を交わす。 
 
実験：物を水に入れる（9：15 から 9：45） 
物を水に入れ、水面下に沈むか、水面に浮かぶかについての実験を行った。観察して来
たクラスは中学年クラスであった。子どもの人数は小人数で 6 名であった。担当する受講
生は Jさんであった。 
J さんは 7 人で座れるテーブルを使用し、子どもは椅子に座って J さんの実験を見てい
た。最初、J さんは自分のところに 2 つのコップを使い、そして、同じ量でコップに水を
注いだ。また、J さんが用意したコップに入れる程度の石とプラスチックの物を使用し、1
つ目のコップに石を入れ、石が水に沈んだ。そして、2 つ目のコップにプラスチックの物
を水面に浮かんだ。J さんが自分で実験した後は、6 つのコップを子どもに 2 人ずつ自分
たちで水を注ぎ、石とプラスチックの物をコップに入れて自分たちで確かめて、石が水に
沈む、プラスチックの物は水に浮かぶという実験を行った。 
授業を行った場所はクラスのベランダであった。外で、実験の授業を行った理由は水を
使う実験のため、水を汲んだりするので、外で授業を行うのが適切だと考えられる。 
 
小括 
この授業は実験という授業である。水に浮かぶ物と浮かばない物について授業を行った。
この授業では石は水に沈むプラスチックの物は水に浮かぶという結論を出したまでには理
論だけ教えるのではなく、受講生は子どもに自分の目で確かめてから、実践をして見せて、
やはり、石は水に沈むプラスチックの物は水に浮かぶという理論を子どもの頭に入る。こ
の活動を通して、子どもがこれから自分で実験し、他の友だちと自由な研究を繋がる可能
性があるのではないかと思う。 
b. 観察：グアバの実（10：00 から 10：30） 
グアバの実を観察する授業は E さん受講生により担当された。担当するクラスは低学年
クラスで、子どもの人数は 16 名であった。E さんは授業の始める前に、前の授業を何につ
いて勉強したかを子どもに聞いた。そして、挨拶してから、グアバの実を観察する授業に
入る前に、Eさんが面白い話を子どもに教えた。 
この授業を行う目的は子どもに身の回りに気を付き、果物の種類、果物の形、果物の味、
物を数える（受講生が持っているグアバの果物の数）などである。それだけではなく、受
講生がグアバを切り、皆に分けて食べる。食べるまえに手を洗うなどを子どもに教えた。
また、果物が体にいいなどの授業の内容であった。 
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小括 
グアバの実についての授業であるが、受講生はグアバの偽物のおもちゃを使って授業を
行うのではなく、グアバの本物を使用して授業した。授業形式は受講生が子どもに対話型
を使用してたくさん質問し、子どもが答えてもらった。正しくない答えもヒントを挙げた
り、例を挙げたりした。受講生は子どもの考える能力を伸ばすために、よくどうしてとい
う質問をした。それは、子どもの自分が持っている理由を出させたりすると読み取れた。 
 
2-4.授業観察のまとめ 
Krousar Yoeung が行った授業形式は対話型といえる。Krousar Yoeung の養成講師が
一方的に授業したり、説明したりするのではなく、養成講師が質問をホワイトボードに書
き込み、受講生の意見を引き出しながら、それぞれの教育の経験を答えてもらう。養成講
師は受講生の答えを優しく受け止め、受講生からの答えに関して説明を求めたりする授業
の展開をする。こうした受講生自身が受け止めてもらった経験が、子どもを受け止めるこ
とにつながると考えられる。 
また、Krousar Yoeung が行う授業の雰囲気は自由な発言である。授業の展開は質問から
始まり、教師は短い文章でホワイトボードにまとめる。授業の内容は具体的な内容がから
始まり、そして抽象的な内容に向かうように構成されている。また、授業の中にロールプ
レイが取り入れられる。これは現場経験のある受講生にとっては、とても効果的であると
考えられる。また、スクリプトの内容を考え合うことで、チームワークを学ぶ機会になる
と考えられる。 
3． インタビュー調査 
Nhem Somaly 氏（養成プログラム講師兼プログラム・コーディネーター）に対して、
次の 3点の質問を行った。 
質問 1：養成プログラムを短期間（22 日間）で進める上で注意している点について。 
質問 2：受講生の学歴の多様性について。 
質問 3：授業の工夫について。  
それぞれの回答についての概要は以下の通りである。 
 
3-1.質問内容と回答 
質問 1：養成プログラムを短期間（22 日間）で進める上で注意している点について。 
 
資料については基本的には教育省が決まっている科目を公立幼稚園教師養成学校が使用
する教科書と使用する教科書は同様である。しかし、公立幼稚園教師養成学校の場合は 2
年間で授業を行うので、授業の内容も具体的な内容、理論、実践および実習をする時間が
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たっぷりあるが、Krousar Yoeung の場合は教師がこの教科書から基本的な内容をピック
アップし、受講生に適切な内容を工夫し、分かりやすく皆に授業を行う。22 日間という短
期間しか養成できないため、Krousar Yoeung の養成講師が重要な部分を取り上げ、内容
としてはあまり理論的な内容を具体的に教えない。理論は難しいので、受講生が多様な学
歴を持つため、具体的に教えると、内容は難しすぎ、授業を付いていけなく、途中でやめ
たりする受講生もいる。 
 
小括 
公立幼稚園教師養成で使用される教科書の内容は、理論や歴史と専門用語がたくさん用
いられている。それに対して、Krousar Yoeung が作成した教科書も分かりやすく言葉を
使用している。また、Krousar Yoeung では、養成講師から質問から出され、それに対す
る受講生の回答を養成講師が短い文章でホワイトボードに書き込む。また、受講生がそれ
ぞれのノートに授業内容を書き写す。あまりにも難しい内容を説明しすぎると、付いてい
くことが出来ない受講者が出て、途中で養成プログラムをやめたりする。また、養成講師
と受講生が対話形式で授業を進めるところも特徴である。 
 
質問 2：受講生の学歴の多様性について。 
実は Krousar Yoeung からの希望はできれば、受講生の教育歴は中学を卒業した人以上
という条件である。しかし、現状のカンボジアの幼児教育においての分野は人材開発とい
う状況であり、カンボジアの地域により、格差もあるので、コミュニティ・プレスクール
の教師になるための受講生を養成するために現在の状況では問わないとなっている。 
 
小括 
2013 年の人口調査によるとカンボジアの総人口は 1468 万人である。総人口の 78.6％の
人口が農村部で生活を送っている20。この数字から分かるように多くのカンボジアの人口
は農村部の方が都市と比較して多い。また、多くのカンボジア人が農業をしている。近年、
さらに都市と農村部の生活格差が広がっている。そして、農村部では途中で学校をやめ、
仕事をする子どもが少なくない。カンボジアの就学率は、2011 年のデータでは小学校約
69％、中学校約 17％であった。大学への就学率に関する統計的データはないが、一般には
0.7～1.0％程度と推測されている21。そこから考えると、カンボジアでは地域格差により
中学校まで行けない人も少なくない。その関係で、Krousar Yoeung の養成プログラムは
中学卒を望ましいとしているが、現状ではカンボジアの幼児教育に携わる人材育成を優先
                                                              
20 NIS(National Institute of Statistics)(2013) Cambodia Inter-Censal Population Survey 2013 Final Reports (in 
English), Phnom Penh : Ministry of Planning 
21日本外務省ホームページ http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC10300.html（201
７.11.27 閲覧） 
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すべき段階であると考えられる。 
 
質問 3：授業の工夫について。  
基本的にはできるだけ理論をたくさん教えるより実践の方が授業形式を行う。パーセン
トとしていうと理論に関わる内容を 30％程度で授業を行い、実践は 70％で授業を行う。
例えば、化学という授業は教える時間は 16 時間であるが、理論を教えたり、説明したり
する内容は 4から 8時間の程度である。あと残る時間は実践を行う。あとは、受講生の教
育歴により、教える方法も変えるので、今までの経験から語ると、時々受講生の教育歴が
小学校 5年生を卒業した人がおり、字があまり読めない（長期間字を読まなく、字がだん
だん忘れていた人）もいた。その時は、実は授業を行うまえに、受講生が幼児教育に関わ
る知識をどの程度分かっているのか、確認するために事前のテスト（Pre-test）を行う。
このテストの内容は、いくつかの質問を出し、例えば、コミュニティ・プレスクールの重
要性について、子どもの発達について、そして一般知識の質問を出し、答えを書いてもら
う。受講生のレベルを理解した上で、授業内容を考える。 
 
小括 
Krousar Yoeung では、多くの時間実践的内容の授業が行われる。中には、小学校を卒
業していない受講生もいるため、字が十分に読めない者もいるという。そこで、Krousar 
Yoeung は養成プログラムを開始する前に、受講生のレベルを把握する事前テストを行っ
ている。これらすべてのテストに合格しないと、モジュールⅡとモジュールⅢに進学する
ことができない。また、それぞれの科目で不合格になった場合は、何度もテストを受けて、
合格するまでやり続ける必要がある。 
 
2‐4. インタビューのまとめ 
Krousar Yoeung によるコミュニティ・プレスクール教師養成プログラムの受講生の学
歴は多様であり、中学校を卒業していない受講生も含まれている。受講生が小学 5年生ま
でしか学校に通っておらず、その後、長期間就労していたために、長期間字を読んだり、
書いたりするのを忘れたというケースもあった。養成講師がホワイトボードに授業内容を
書いて、受講生にノートに転記させるという方法も、受講生が文字を書くことを経験でき
るようにしているとのことであった。そのため、教科書はプログラムの最終日に配布され
ることになり、授業中の配布物も最低限の物に留めているそうである。こうした基礎知識
の多様性を前提に、授業の内容に工夫が加えられている。公立幼稚園教師の養成課程では、
抽象的な内容であっても理解できる受講生が多いが、コミュニティ・プレスクールの受講
生はそうとは限らない。養成講師は、理論を 30％の程度で行い、あと 70％は実践を受講
生にしてもらうという。また、養成プログラムの最終の日は事後テスト今まで勉強してき
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た内容についてテストを出す。事前テスト、事後テスト、確認テストおよびクラス活動の
参加することなどを行って、それぞれの受講生を評価する。もし、どれかの科目で不合格
だった場合は、合格するまで何度もテストを受け続ける。限られた研修期間の中でも、毎
回のテストの繰り返しが、養成プログラムの受講者の知識の定着に寄与していると考えら
れる。 
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第 4 章：総合考察 
第 1 節：本研究の成果 
カンボジアにおける幼児教育の分野では、人材確保が最も重要な課題とされており、国
の教師養成のガイドラインである中学校卒業を満たしていない受講生も存在するが、それ
も認めざるを得ない状況である。特に、公立幼稚園教師を養成するための学校は国内に 1
カ所しかなく、また、毎年 200 名しか受け入れられていない。このような状況において、
Krousar Yoeung では、教えの原理を重視しながら、できるだけ具体的な授業形式を用い
て授業を行っていることが明らかとなった。また、公立幼稚園教師養成の教科書には人権
という項目は存在したが、子どもの権利は触れられていなかった。Krousar Yoeung の養
成プログラムでは、子どもの日常の姿を子どもの権利条約の内容に則して解説するという
ことも、特徴であった。 
第 2 節：初期の教育投資の意義 
カンボジアにおけるコミュニティ・プレスクールの評価を行った Unicef によれば、
Unicef の支援によって設立されたコミュニティ・プレスクールを利用した子どもたちの就
学率が改善したことが明らかとなっている。また、コミュニティ・プレスクールに通って
いた 5歳児の子どもの 90％が読み、書き、計算することができ、また、他人と上手く人間
関係をよくできるということも明らかとなっている22。こうした結果から見れば、幼児教
育のプログラム（公立幼稚園、私立幼稚園、コミュニティ・プレスクールと在宅プログラ
ム）が普及することで、現状では就学率の低い農村部で生活する子どもたちの教育を受け
る機会を確保することが出来ると考えられる。 
ただし Starting Strong III23によれば、幼児教育のアクセス拡大は重要な課題ではある
が、保育の質に気を配らず、量の拡大だけでは子どもによい成果を与えられない。高質の
保育は非常に子どもに強い影響を与えることに関する研究は世界的に注目される24。特に、
プレスクールに入学する不利益の子どもはプロソーシャルな行動を取ることが見える25。
                                                              
22 Unicef(2016)Evaluation of Community Preschool Modality in Cambodia, Final Report , p.42 
23 Starting Strong III (OECD 2012) A Quality Toolbox for Early Childhood Education and Care 
24 Margaret R. Burchinal, Debby Cryer, Richard M. Clifford & Carollee Howes (2002) Caregiver Training and 
Classroom Quality in Child Care Centers, Journal Applied Developmental Science 
25 Berk Ozler, Lia C.H. Fernald, Patricia Kariger, Christin McConnell, Michelle Neuman, Eduardo Frage (2018) 
Combining Pre-School Teacher Training with Parenting Education : A Cluster-Randomized Controlled Trial, 
Journal of Development Economic. p.448-467 
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一方、質の低い幼児教育は、子どもの発達に長期的に持続する有害な影響をもたらせるこ
とも明らかになっている26。 
教師養成プログラムを通して就学前の教育を向上させる研究がある27。そうしたなかで、
コミュニティ・プレスクールにおいても、質の高い教師養成が求められる。本研究で対象
としたコミュニティ・プレスクールの教師養成では、22 日間でという短期間で Krousar 
Yoeung が行われた養成プログラムの内容は受講生のレベルを考慮しながら、受講生に分
かりやすい言葉で伝えていることが明らかになった。また、養成講師と受講生が対話的な
授業を行い、自由な発言の雰囲気を作っていることも明らかとなった。こうした取り組み
が、コミュニティ・プレスクールの保育の質を高めることにつながるといえる。 
Unicef によると幼児教育プログラムに関する最低基準を規定することによって、子ども
の発達状況をよくなったと指摘があった。他には、幼児教育に関する質の高い養成プログ
ラムの重要性に関する研究がたくさん実施された。それらは、（Lawrence J. 
Schweinhart.2003）28は質の高いプログラムは幼児に重要な長期的利益をもたらす。 
このプログラムを通して、幼児に重要な勉強機会を提供し、また、両親の参加により、
子どもの知能発達にも繋がる。そして、教師の専門性を高めるために体系的なインサービ
ストレーニングを行うことが重要である。また、 専門性の高い教師は子どもによりよい
幼児教育を提供することができる（Margaret R.2002）29、（Epstein,Ann S.1993）30。 
第 3 節：専門性の確保 
竹内道夫31は、幼児教育の専門性として以下の 3つの要因を呈示し、１）養成制度の確
立（長期の専門的な教育を受けるための専門的制度）、２）社会的地位の確立（教師の教
育および研究の自由、身分が保障され、勤務条件）と社会的認知。３）専門的知識および
技術の修得（人間的資質の向上および、職業への使命感、熱意・意欲が高いこと）とされ
る。 
本研究で取り上げたコュニティ・プレスクールの教師養成プログラムは、竹内道夫が指
摘した第 1要因「養成制度の確立」である。カンボジアのコミュニティ・プレスクールの
                                                              
26 Starting Strong III (OECD 2012) A Quality Toolbox for Early Childhood Education and Care 
27 Starting Strong III (OECD 2012) A Quality Toolbox for Early Childhood Education and Care 
28 Lawrence J. Schweinhart (2003)Benefits, Costs, and Explanation of the High/Scope Perry Preschool 
Program,High/Scope Educational Research Foundation,p.2-9 
29 Margaret R. Burchinal, Debby Cryer, Richard M. Clifford & Carollee Howes (2002) Caregiver Training and 
Classroom Quality in Child Care Centers, Journal Applied Developmental Science 
30Epstein,Ann S (1991) Training for Quality : Improving Early Childhood Programs through Systematic Inservice 
training. Monographs of the High/Scope Educational Reasearch Foundation, Number Nine 
31 竹内道夫『戦後幼児教育問題史』風媒社、2011、ｐ．281 
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教師養成は、この第一要因が満たされつつあるといった状況である。実際には、コミュニ
ティ・プレスクールの教師の社会的地位は高くなく、実際には奨励金が 7.5US ドル(約
750 円)という低い給料であり、支払われるのも遅いという問題もある32。 
加えて、第 3要因としてあげられる「専門的知識および技術の修得」特に、現職教師の
スキルアップの方策はまだ普及しておらず、その点については今後の課題にする。 
第 4 節：今後の課題 
1．カンボジアにおける地域格差の問題について 
2013 年の人口調査によるとカンボジアの総人口は 1468 万人である。総人口の 78.6％の
人口が農村部で生活を送っている33。この数字から見て分かるように、多くのカンボジア
の人口は農村部の方が都市と比較して多い。また、多くのカンボジア人が農業で生計を立
てている。近年、さらに都市と農村部の生活格差が広がっている。そして、農村部では途
中で学校をやめ、仕事に就く子どもが少なくない。世界銀行34によれば、カンボジアの農
村部の 5歳未満の子どもたちの約３分の 1が成育不全であり、それは社会情緒的発達、認
知発達、そして、最終的には生産的な成人になる影響を与える可能性がある。そこでは、
地域の格差を縮小するためにコミュニティ・プレスクールの教師養成の定期的に現職研修
を提供することが重要な課題だと考えられる。 
また、カンボジアは日本のような現職教員の研修体制が整っていない。また、地域を越
えた実践者同士の研究団体もほとんど見られない。そのため、地域ごとに点在するコミュ
ニティ・プレスクールの教師同士が、同じの分野の人と交流する機会はほとんどない。
Krousar Yoeung の養成プログラムは、首都プノンペンで開催されており、遠隔地からの
受講生も数多く存在するため、受講生のためにレンタルルームが用意されている。受講生
は養成プログラムに参加するだけではなく、生活面もルームシェアをすることで、互いに
困っていることを相談し、授業内容について理解できなかった場合は、勉強を教え合う機
会がつくられる。また、受講生が Facebook で連絡先を交換し、プログラムの参加者が研
修終了後も関係性を繋ぐことができている。今後、こうした受講生が現場で困ったことや、
経験を共有したりする可能性があると考えられる。こうした受講生同士の繋がる機会を与
えることも、コミュニティ・プレスクール教師養成における重要な役割といえる。 
                                                              
32 Takashi Hamano (2010) Inequality and Disparity in Early Childhood Care and Education :The Case of 
Cambodia, Ochanomizu University 
33 NIS(National Institute of Statistics)(2013) Cambodia Inter-Censal Population Survey 2013 Final Reports (in 
English), Phnom Penh : Ministry of Planning 
34 The World Bank  Increasing Early Childhood Care and Development through Community Preschools in 
Cambodia: Evaluating the Impacts 
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2.東南アジア地域の教育の発展に向けて 
本研究で取り上げたコミュニティ・プレスクールは、カンボジアに限らず、東南アジア
開発途上国に広く普及しているシステムである。具体的な例をあげると、カンボジアの近
隣国であるラオスでも「万人のための教育」として、フォーマルな幼児教育の代替手段と
してのコミュニティ・プレスクールの設立が行われている35。ただし、ラオスでは少数民
族の子、女子、貧しい家庭の子を中心に、5 歳児の初等教育準備を進めることが最優先さ
れ、5 歳児のみ対象のプレスクールの普及が進められている。今後、こうした近隣国との
制度の比較等を行いながら、より質の高いコミュニティ・プレスクール教師養成のあり方
を検討していく必要がある。 
  
                                                              
35 梶山 葉子（2016）ラオスの ECCE の制度、政策、現状と課題、https://www.blog.crn.or.jp/lab/01/105.html (2019．
01.08 閲覧) 
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付録資料 
 
付録一 
 
第1章 カンボジアにおけるコミュニティ・プレスクールの最低基準（The Minimum 
Standard of Community Pre-school） 
 
2018 年 01 月にカンボジアの教育・青年・スポーツ省(教育省)はコミュニティ・プレス
クールの最低基準を以下のように規定した。 
コミュニティ・プレスクールの効率的、高水準になるために、カンボジアの教育・青
年・スポーツ省(教育省)はコミュニティ・プレスクールの最低基準を策定した。コミュニ
ティ・プレスクールの最低基準は現地のコミューンの行政およびコミュニティ・プレスク
ールの教師がそれぞれの裁量でコミュニティを自己評価や実施の強化をしたりすることが
できる。また、コミュニティ・プレスクールの関係職員の能力を強化する。これは、コミ
ュニティ・プレスクールの管理、運営、教えることと学習を効率的、質的に強化すること
と改善することを意味する。 コミュニティ・プレスクールの教育が効率的、質的にアク
セスするかどうかを測定する。そして、コミュニティ・プレスクールの持続性を保障する。 
コミュニティ・プレスクールの最低基準はモデル基準としてカンボジアの状況に適合し
ており、効率的、高水準な教育を保障する。 
コミュニティ・プレスクールの最低基準は 6つの基準がある。 
基準 1：計画の策定とモニターリング 
基準 2：教えることと学習することの策定 
基準 3：一般的な管理（General management） 
基準 4：レポートとフィードバックの策定 
基準 5：中庭と教室外の遊具の策定 
基準 6：設備の器具と道具の策定 
第 1 節 コミュニティ・プレスクールの最低基準の評価 
1. コミュニティ・プレスクールの最低基準を作る目的 
コミュニティ・プレスクールの最低基準はコミュニティにおけるコミューンの行政を効率
的、高水準、持続的なコミュニティ・プレスクールを運営する目的とした。子どもの 3 歳
から 6 歳までの公平的（Equity）、インクルーシブ(Inclusive)に教育を受ける機会を提供
する。 
2．コミュニティ・プレスクールの最低基準の指標（Indicator） 
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6 つの基準を測定するために、カンボジアの教育・青年・スポーツ省（教育省）は 33 の
指標を規定した。基準 1 は 6 つの指標があり、基準 2 は 12 指標があり、基準 3 は 5 つの
指標があり、基準 4 は 4 つの指標があり、基準 5 は 4 つの指標があり、と基準 6 は 2 つの
指標がある。 
3.コミュニティ・プレスクールの指標の確認レベル 
指標の確認レベルは質的（Quality）あるいは量的（Quantity）な方法を使用し、各の指
標の結果を規定する。詳しい内容は次のように表せる。 
3.1 基準 1：計画の策定とモニターリング 
1. クラスは開発計画がある。 
▸ クラスには子どもの統計的なデータがある（3歳から 6歳児以下）。 
▸ 年間の計画活動がある（クラス内の装飾材料、クラス内外が遊ぶ遊具がある）。 
2．市・郡・区における教育局のスタッフが最低限でも月一回クラスを観察する。 
▸ 教師の推薦の本に観察者からのアドバイスやコメントなどを書いてある。 
3. 市・郡・区における教育局はコミュニティ・プレスクールの教師に教授法、クラスで
使用する教材、クラスの管理、社会問題についての解決する方法を教える。 
▸ 教師の推薦の本に観察者からのアドバイスやコメントなどを書いてある。 
4. 毎週のミーティングがある。 
▸ 会議で行った内容をテクニカルミーティングのログ(book log)に書いてある。 
5. 都合の良い日を同意した上で、会議は定的に行う。 
▸ 市 郡・区における教育局は計画に応じて、毎月テクニカルミーティングを行う（実際
の状況に応じて、もしコミュニティ・プレスクールの学校は公立幼稚園に近い場合が一緒
にミーティングを行う）。 
6 会議においては規定される規則の実用内容、管理のこと、教材の使用および作成につい
て注目する。 
▸ コミュニティ・プレスクールの教師の一般会議およびテクニカルミーティングのログに
書いてある。 
3.2 基準 2：教えることと学習すること 
7. 教師は教える計画がある。 
スクールの委員会により証明されるものである。 
8. 教師は全ての科目を一貫して教える計画を使用する。 
▸ 毎日すべての科目を教える活動計画を持っている。この活動計画はコミュニティ・プレ
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▸ 毎日、各月のカリキュラムに従って教える活動計画を行う。 
9. 教師は定期的にスケジュールおよびカリキュラムに従う。 
▸ 教える期間はコミュニティ・プレスクールの教師とコミューン評議会の間に契約をする。 
10. 教師は授業の時が教材を使用する。子どもも十分文房具を持つ。 
 
 
11. 基準に応じて教室を準備する。 
▸ 教室に 3 つのコーナーがあり、衛生に関わるコーナー、芸術のコーナーと勉強するコー
ナーがある。 
12. 教師は指示に従い、本の整理とさまざまなリストの整理をする。 
▸ 教育省が規定するスケジュールおよびカリキュラムにより、授業が行われる。一年に 9
か月間教える（11 月から 8 月までであり、4 月は授業がない）。4 月は授業がないが、教師
は自分で教える授業を自習する。 
▸ 教師は各科目には教材を十分持っていること。子どもも十分文房具を持つ。 
教師は以下の内容のように教室を準備する。 
▸ 壁（教室の前の方）にカンボジアのモットー（Mottoes）と国王の写真、カリキュラム、
スケージュル、毎日の教える活動、黒板などが貼ってある。 
▸ 両側の壁と後ろの教室の壁に教育に関係する絵、教える教材、子どもの工作、教育に関
わるスローガンが貼ってある。 
▸ 教室の天井に様々な絵を飾ってある。例えば、動物、野菜、果物、文字、数字、幾何学
（Geometry）などがある。 
▸ 教室に棚がある。棚には教材が置いてある。教師と子どもの椅子とテーブルがある。 
▸ 管理についての本は以下のようにある。 
－ 教室の開発計画ログ 
－ 毎日の教える活動の計画ログ（日案） 
－ テクニカルのログと一般的な仕事 
－推薦（Recommendation）のログ 
－ 物質（Material）をもらう時のログと資料 
▸ リストについて 
－ 子どもの名簿のリスト 
－ 小学校 1年に入学する時の子どもの名簿を送り出すリスト 
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－ 保護者と連絡するリスト（保護者とミーティングのレポート） 
13. 5 歳児の子どもに対して一年に 3回定期的にテストを行う。 
▸ 出た結果は月の計画または 3 ヵ月の期間（Trimester）のために、計画を作成する。そ
して、コミュニティ・プレスクールの運営委員会に報告する。 
14. コミュニティ・プレスクールの教師はプレーサービストレーニング（Pre-service 
training）を受け、正規に契約する。 
▸ 教師としてはモラーであり、真面目で、責任感を持ち、そして、子どもが好きな人であ
る。 
15. 教師は継続的にトレーニングする。 
再トレーニングは新しい教授法およびカリキュラムについて 20 日間現職研修を行う。 
16. 教室には教師の人数について 
▸ 教室に一クラスで教師は１人がいる。 
17. 教室には子どもの人数について 
▸ 教室には５歳児の子どもの人数は 18 人から 25 人までである。 
18. 保護者は保護者の教育についての参加 
▸ 教師のミーティングのログに保護者の教育についての参加が記録してある。 
3.3 基準 3：管理について 
19. コミュニティ・プレスクールの運営委員会がある。 
▸ コミュニティ・プレスクールの運営委員会は教師の教えることおよび子どもの学習を促
▸ 5 歳児を対象にし、一年に 3回定期的にテストを行う 
－ 第 1回（11 月の第 2週目） 
－ 第 2回（2月の第 2週目） 
－ 第 3回（7月の第 2週目） 
▸ 定期的に子どもの就学についての確認および教室内外の宿題についての確認。 
▸ コミュニティ・プレスクールの教師はコミューン評議会と契約をすることである。 
▸ 35 日間のプレーサービストレーニングを行う。このトレーニングは一般的な仕事、管理
の仕事、テクニカルと教える時の使用する教材を作成する。 
▸ 新たなカリキュラムによりコミュニティ・プレスクールの教師は再トレーニングを行う。 
▸ コミュニティ・プレスクールに参加する子どもの保護者の保護者委員会を作る。 
▸ コミュニティ・プレスクールに参加する子どもの保護者に保護者の教育について参加す
る。 
41 
 
進することを管理する。 
▸ コミュニティ・プレスクールの運営委員会の構成を発足する。 
20. コミュニティ・プレスクールの運営委員会はコミュニティ･プレスクールの教師と定
期的に会議を行うことおよび問題解決について手助けする。 
▸ 定期的に会議を行い、問題を解決する。会議の内容は子どもの発達、予算、物質、コミ
ュニティ・プレスクールの運営が持続性を保つために、外部からの援助を呼び掛けること
や子どもの安全、健全、衛生的、子どもの食事などについて会議を行う。 
▸ 教師のミーティングのログに会議の内容について記録してある。 
21. 教師の授業について評価する。 
▸ 教師の教え方、教える内容、教える時間について評価する。 
22. コミューン評議会は昨年に 3～5回でクラスの観察を行う。 
▸ コミューン評議会が昨年の観察について教師のログに日程などを記録する。 
23. コミューン評議会は優先的にコミュニティ・プレスクールをサポートし、管理する。 
▸ 教師のログにコミューン評議会は管理すること、入学の促進、子どもが定期的に学校に
来るように推進する。特に、毎月の教師に給料を提供することと教師の教えることや子ど
もの学習の問題についえ解決することなどである。 
3.4 基準 4：レポートとフィードバック 
24. コミュニティ・プレスクールの教師は市・郡・区の教育局とコミューン評議会に子ど
もの出席リストのレポートを報告する。 
▸ 月に一回コミュニティ・プレスクールの教師は市・郡・区の教育局とコミューン評議会
に子どもの出席リストのレポートを報告する。 
25. レポートには現状の状況について正確なデータを保管する。 
▸ レポートには現状の状況について正確なデータを保管する。 
26. 教師はどのように子どもによい成績を収めるのかを説明してもらう。 
▸ 教師は子どもによい成績を収めることに関して方法を述べてもらうことと子どもの学習
する結果を記録する（この場合は教師が少なくとも 2つの答えを答えてもらう）。 
27. 教師は子どもの学習する結果について同じ郡にある他のコミュニティ・プレスクール
の状況を理解する。 
▸ 教師のログに子どもの学習する結果について意見を書いてある。そして、自分のクラス
と同じ郡にある他のコミュニティ・プレスクールのクラスと比較する。比較の内容は子ど
もの知識の発達、子どもの健全、安全な食事である。 
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3.5 基準 5：中庭と教室外の遊具の策定 
28. 校庭では子どもに安全と衛生的な広場で遊ぶ。 
▸ 遊ぶ場所は公共のところである。 
▸ 広場で、安全、安心なところである。 
▸ ゴミ箱があり、衛生的なところである。 
▸ 門と塀があり、大きな木陰があり（陰があるので、遊びやすい）、公園がある。 
29. 郊外で遊ぶ場合 
▸ 郊外で遊ぶ遊具はブランコやすべり台がある。 
▸ 郊外で遊ぶ遊具の設置は必ず、安全、衛生的で、子どもが気持ちよく使え、遊ぶ。 
30. 子どもは綺麗な水が飲めることと使える。 
▸ 子どもは綺麗な水が飲める。きちんと、手を洗うことができる。 
▸ きちんと手拭タオルがあり、子どもは各自でコップがある。 
31. コミュニティ･プレスクールにはトイレがある。 
▸ トイレは女の子と男の子トイレがあり、障がいである子どもに対してもトイレを設置す
る。トイレはいつも綺麗に使う。 
▸ トイレには水が十分あり、石鹸で手を洗う。 
3.6 基準 6：設備の器具の道具 
32. 最低基準に応じてクラスに設備の器具がある。 
▸ 現場の状況に応じて教師と子どもの椅子とテーブル はプラスチックであり、木で作ら
れたものであり、鉄で作られた物である。 
▸ 椅子とテーブルの高さは子どもの年齢を考え、提供する。 
▸ 椅子とテーブルは活動しやすくするために、移動しやすい椅子とテーブルを利用する。 
▸ 教室に黒板がある。 
▸ 教材を置くために、テーブルがある。 
▸ 教材、様々な資料などを整理するために、押入れがある。 
33. 教室に最低基準の教材がある。 
▸ 教室に緊急時に使うものが置いてある。 
▸ カリキュラムにすべての資料を揃っている。 
▸ 教室で各科目に使う教材のために毎月、現地に使える物を使用し、教材を作る。または、
マーケットで材料を買い、作る。 
▸ 子どもが使う遊具をいつも綺麗にしている。 
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▸ 子どもの健康をチェックするための装置を持つ。例えば、体重計、身長計は教室に置い
てある。 
4．コミュニティ・プレスクールの結果の確認 
 結果の確認は 33 の指標の各指標に点数をつけ、評価する。満点は 33 点であり、100％
となる。基準に当てはまることと当てはまらないと考えることは以下のように規定する。 
▸もしコミュニティ・プレスクールは実装の結果が 90％以上なら、完全に基準に入れると
考えられる。 
▸もしコミュニティ・プレスクールは実装の結果が 65％から 90％以下なら、基準に入れる
と考えられる。 
▸もしコミュニティ・プレスクールは実装する結果が 65％以下なら、まだ基準に当たって
いないと考えられる。 
基準に入れるコミュニティ・プレスクールはカンボジアの教育・青年・スポーツ省（教
育省）から予算を提供するために、評価を実施する。 
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付録二 
 
Krousar Yoeung によりコミュニティ・プレスクールの教師養成プログラムで使用され
る教科書の内容（カンボジア語から日本語に翻訳した） 
第 1 課 コミュニティ・プレスクールの役割 (Aims and Roles of Preschool) 
2 日間     
授業の目標 
－受講生はコミュニティ・プレスクールの役割、コミュニティ・プレスクールを設立する
目的について理解する。 
－受講生はコミュニティ・プレスクールにとっての重要な関係者について、また運営プロ
セスについて理解する。 
－受講生はコミュニティ・プレスクールの教師の役割について理解する。 
なぜコミュニティ・プレスクールを設立するのか。 
－子どもに安全な環境を提供することができるため。コミュニティ・プレスクールを通し
て子どもの身体発達、精神発達、知的発達および人間関係の形成を促進するため。 
－保護者の家庭における子育てを支援するため。 
コミュニティ･プレスクールとは何か。 
－6歳以下の子どもが教師により見守られる場所である。 
－子どもの年齢に応じて適切な活動および遊びを提供する場所である。 
－子どもの健康、栄養および教育を提供する場所である。 
－子どもが小学校に入学する準備をする場所である。 
村にコミュニティ・プレスクールを設立するメリット 
－早い段階の訓練を行うことで、子どもの脳の発達が促進され、これが知的能力に繋がる。 
－コミュニティ・プレスクールに通った子どもは小学校に入学する準備ができる。 
－村にコミュニティ・プレスクールがあることで弟や妹の子守りに追われることなく、学
校に通う機会を得ることができる。 
－村にコミュニティ・プレスクールがあることで早い段階で発達に遅れがある子どもが見
つかり、そうした子どもに支援を提供することができる。 
－コミュニティ・プレスクールでは子どもは共同生活を送り、子ども同士で物を共有し、
お互いに尊重することができる。 
－コミュニティ・プレスクールの存在は子どもが安全な時間を過ごし、孤独にならない。
なぜなら、教師が子どもを見守ってくれるからである。 
コミュニティ・プレスクールを設立するために何が必要なのか。 
－6歳児以下の子どもがいること。 
－コミュニティ・プレスクールを設立する場所は広く、安全な場所である。 
－教師はボランティアである。コミュニティ・プレスクールの教師は積極的であり、子ど
もに親しむことが必要である。教師は自分の役割と責任を自覚し、毎日の授業活動の準備
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に取り組む。 
－保護者はコミュニティ・プレスクールの重要性、コミュニティ・プレスクールの活動お
よび運営についても良く理解し、サポートする。 
－保護者委員会はコミュニティ・プレスクールに関わる運営のプロセスに積極的に参加し、
コミュニティ・プレスクールの教師と協力し、様々な問題を解決していく。 
コミュニティ・プレスクールに重要な人物 
保護者、コミュニティ・プレスクールの教師、保護者委員会である。 
保護者は子どもをコミュニティ・プレスクールに通わせたとしても、子どもにとって依
然一番重要な教育者である。家庭のなかで子どもは初めてのことを学び、研究し、子ども
は自ら徐々に能力を発達させていく。そのために、保護者とコミュニティ・プレスクール
の関係は非常に大切である。コミュニティ・プレスクールの教師と保護者との連携により、
子どもに良い影響を与え、子どもが求めることに対応することができる。このことは特に、
子どもの健康、衛生、栄養について当てはまる。 
保護者委員会とは 
保護者委員会とはコミュニティ内で、保護者の代表としての役割を果たす人物である。
保護者委員会のメンバーはコミュニティ・プレスクールの設立の全てのプロセスおよびコ
ミュニティ･プレスクールの運営面を監督する役割を有する。 
コミューン評議会の役割 
コミュニティ・プレスクールの設立場所について 
－各村にある 3歳から 5歳児の子どもの人数のデータを把握することである。 
－コミュニティ・プレスクールを設立できる場所を探すことである。 
コミュニティ・プレスクールの設立にあたって 
－3歳から 5歳児の子どもが多くいるところである。 
－コミュニティ･プレスクールの場所は適切な場所を選定し、遊べる場所、木陰があると
ころ、衛生的、安全な場所、トイレがあるという条件を満たす適切な場所を選ばねばなら
ない。 
－コミュニティ・プレスクールの教室のサイズは最低限で 5×6 メートルである。しかし、
現在ではコミュニティ・プレスクールの設立場所は多様であり、お寺、村人の家、木の下、
小学校の中に設立される。 
子どもにコミュニティ･プレスクールに通わせるための保護者の意識への啓発 
－コミューン評議会はコミュニティ・プレスクールの設立およびコミュニティ・プレスク
ールの重要さをコミュニティにいる村人に知らせる。 
－コミュニティ・プレスクールに通う子どもの人数のデータを登録する。 
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第 2 課 心理学と子どもの発達における教育、注目、想像力、知覚、記憶と基本知識
（Psychology& Education, Attention, Imagination, Perception, Memory and Basic 
Knowledge on Child Development） 
授業の目標 
－受講生は教育心理学における定義について理解する。 
－受講生は個々の子どもの要求について理解する。 
－この授業を通して受講生は子どものための教育心理学を理解する。 
心理学とは 
新しい教授法を心理学に依拠する。心理学は「それをしてはいけないとか、それをしな
ければならない」と指摘する。 
子どもは大人と違い、身体能力、知的能力の発達途上段階である。そのため、教育者は対
象である子どもの要求をよく理解しなければならない。子ども心理学は教育者に子どもの
発達段階を示し、教育者は子どもに関わる状況を把握し、適切な教育を提供することがで
きる。 
心理学者によると、子どもは発達段階における状況が多様であり、同一ではない。それ
ぞれの子どもは個性を持っている。例えば、双子でも同じ性格を持つではない。これは性
格のみならず、身体能力、精神能力にも当てはまる。 
教育者が同じ年齢である子どもは、身体能力が同じであり、全員同じ能力を持つと考え
ることは、勘違いである。教育者として子どもがそれぞれの個性、性格を持つことを良く
理解しなければならない. 
 
子どもの発達段階の基本的な概念 
目標 
－受講生は子どもの発達を理解するようになる。 
－子どもは年齢に応じてそれぞれの要求が異なることを理解するようになる。 
－子どもの発達に関して、受講生である教育者は自分の役割を果たすようになる。 
子どもとは 
－子どもは１人前である存在である。子どもは自分の能力を他人から影響を与えられるこ
とである。子どもは様々なことに対して感情を持つ。 
－子どもの存在は大人にとって単なる玩具ではなく、かつ、大人を笑わせる存在ではない。 
－子どもは単に受け身の役割の存在ではなく、子どもは自分自身の考えることを発言し、
自分の気持ちを他人に伝えることができる。 
－子どもは考える能力を持ち、かつ、子どもは細かい物事を考えることができる。 
－子どもは周りの環境に応じて依存するので、非常に弱い立場な存在である。 
－子どもは遊び、冒険、様々な活動を通して自分の能力を発達し、考える能力も身に付け
る。 
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子どもの発達段階に関するビデオを見せる 
講師は受講生にビデオを見せる 
子どもの発達段階について 
－生まれたばかりの子どもでも学び始める。子どもは生まれながら、様々な能力を持つ。 
－社会環境により子どもが人格を形成される。 
－大人の性格は子どもに非常に影響を与える。例えば（ハンモックにずっと置いていた子
どもは孤独になってしまう、一人きりで置いてあるなどである） 
－0歳から 6歳のこの年齢では子どもの脳の発達は非常に大事な時期である。 
－大人は子どもに様々な体験をさせることを通して、子どもは自分を自信も持つようにな
り、より周りから学び続けたいと思うようになる。 
－子どもは年齢に上がるにつれて、様々な要求をするようになり、たくさんのことを自分
でできるようになる。 
－子どもは身体能力、知的能力、人間関係についても発達するようになる。安全な食事は
子どもの発達に大きな影響を与える。 
－子どもの身体能力の発達は子どもが体の機能をうまく使えるようになることである。 
－子どもは自分の指を上手に使えるようになる。 
－知的能力は子どもが物事を考えるようになる能力を持ち、問題解決、自分の意見、物
（物の名前）を知るようになることである。 
－他人と人間関係をうまく築くようになる。最初は子どもが周りにある他人のことにあま
り気を配ることができなかった。しかし、だんだん年齢に上がるにつれて子どもは周りの
存在に気を配るようになり、そして、自分の思ったことを他人に共有するようになる。 
2 歳に入る前 
－子どもは他人と玩具を一緒に遊ぶより一人で遊びたいと考える。この年齢では子どもは
人と遊ぶより物を使って一人で遊びたい。 
－人生の最初の 2 年間では子どもが自分の五感を使い始める段階および身体能力を使い学
ぶ。 
－子どもは物を片づけることができ、物に名前を付けることができる。 
教師の役割 
－教師は子どもを励まし、子どもに五感および身体感覚を体験させることが重要である。 
－子どもに指を上手く使えるために様々な活動を提供する。 
－子どもに発言することを奨励し、物に名前をつけたり、体の部位の名前を教えたりする。 
－子どもにピアで活動をすることを提供する。この年齢では子どもはまだグループ活動に
参加することができない。 
－子どもに周りの物、環境、人などに気づくように、知りたい習慣を子どもに身に付けさ
せる。 
－子どもの安全性を考慮することである。 
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2 歳から 3 歳の子ども 
－子どもは徐々に自分の五感および様々な活動を上手く整理でき、周りの物を片付けるよ
うになる。 
－子どもの身体能力が発達する。 
－3歳児である子どもは一人で玩具遊びをしたくない。他の子どもと遊びたくなる。 
教師の役割 
－子どもに身体能力および知的能力の促進するように少しずつ子どもに難しい遊びを提供
する。 
－遊びを通して、子どもが人間関係を上手く取れるような少人数のグループで教師が活動
を提供する。 
－子どもの言語能力を良くするために、子どもに話させ、想像させる活動を提供する。 
－子どもに適切な仕事を任せる。例えば、物を探したり、取って来てくれたり、持ってき
てくれたり、拭いたりしてくれることを子どもに任せた方がいい。 
3 歳から 4 歳の子ども 
－子どもは遊びを通して、自分と他人を比べたりする。比べる理由は子どもが活動を楽し
むからである。 
－4歳の子どもは他の子どもと玩具で一緒に遊んだりする。 
－自分の存在をアピールしたり、また他の子どもとルールを作ったり、自分を尊敬するよ
うに他の子を苛めたりする。 
教師の役割 
－教師は子どもにグループ活動を提供し、子どもに自分の活動に関して発言させたりする。 
－教師は子どもに玩具、物を大事に使ったり、片付けたりすることを助言する。 
－子どもに自分で答えを見つけるように、教師は様々な状況を作って、子どもに自分で考
えさせられる。 
－子どもにどの活動に対しても最初から最後までやり遂げることを教師がサポートする。 
5 歳から 6 歳の子ども 
－子どもは自分自身を所有しようと努力する（Children strive to own themselves）こ
とをし、物に対して所有者としてあろうとする。子どもは遊びを通して、自分の要求を表
したりする。 
－子どもは自分の能力を測りたくなる。それで、子どもは自分のできるだけ速いスピード
で走ったり、全力で大声を出したりして様々なことを試みる。 
－子どもは難しいことや危険なことに挑戦してみたくなる。例えば、高い所に登ることで
ある。 
教師の役割 
－子どもにルールのある遊びおよび活動を行い、グループ活動で子どもに遊ばせる。 
－子どもに意見を発言させ、研究することなどをサポートする。 
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－子どもに物事に対して関心を持たせるために、子どもからの質問を受け、そして、丁寧
に子どもに説明することである。 
 
 
第 3 課 衛生 (The Basic Knowledge about Hygiene) 
1 日間 
授業の目標 
－受講生は衛生の大切さを理解するようになり、子どもが病気にかからないようにどのよ
うな対策があるのかが分かるようになる。 
－コミュニティ・プレスクールでは子どもが衛生的行為を行うようにサポートする。 
－子どもに物を綺麗に使うことを促進する。 
なぜ衛生的な生活を送ることが重要なのか。 
－病気やケガなどを防止することができる。 
－子どもの福祉および子どもの適切な発達を促進することができる。 
－ 子どもに良い生活習慣を身に付けることが子どもの発達にも繋がるからである。 
衛生は 2 つに分かれている。物理的な清潔さ（Physical cleanliness）と環境衛生
（Environmental hygiene）である。 
物理的な清潔さ（Physical cleanliness） 
－爪を短く切る。 
－体、服、髪は綺麗にする。 
－靴を履く。 
－ご飯を食べた後、歯を磨く。 
－ご飯を食べる前に、あるいはトイレに入った後は手を洗う。 
－排便するときはトイレを利用する。 
－汚い物を口に入れない。 
どのように子供は良い習慣を身に付けるのか。 
－同じ習慣を繰り返し行う。 
－良い例を取り上げて、説明する。 
－教師は子どもと一緒にする。 
－毎日物を綺麗にして、利用する。 
－衛生、良い習慣に関わる歌を子どもに教える。 
物理的な清潔さ（Physical cleanliness）に関する歌および物を綺麗に使うことについて
の歌、環境衛生（Environmental hygiene） 
－定期的に櫛を洗わないことの悪影響についての歌。 
－歯ブラシを洗わないことの悪影響についての歌。 
－沸かさない水を飲むことについての悪影響についての歌。 
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－トイレを綺麗に洗わないことの悪影響についての歌。 
 
 
 
第 4 課 健康 （The Basic Knowledge about Health） 
1 日間 
授業の目標 
－健康および良い習慣に関する基本知識を理解するようになる。 
－病気およびコミュニティ・プレスクールでは事故を防止するようになる。 
－子どもの健康が置かれる悪い影響を理解し、子どもに軽微な治療することができる。 
健康である子どもはどのように分かるのか。 
－立つこと、座ることができる。 
－体全体を動かすことができる。 
－目がキラキラしている。 
－皮膚が滑らかである。 
－髪の毛が輝いている。 
－食欲がある。 
－鼻、目、口、耳からは血が出ていない。 
－活発的に活動する。 
－周囲の物事を知りたがる。 
－いつも楽しんで過ごしている。 
コミュニティ・プレスクールで子どもを危険な状況に囲まれないようにどのようなこと
を注意するのか。 
－子どもが火を近づかないように注意する。 
－危険な物を子どもの手を届かないように置く。例えば、薬、ライター、マッチ
（Matches）ナイフなどである。 
－教師は子どもに木を登るのが危険であり、速いスピードの川の流れを泳がないことを
教えることである。 
－教師は子どもに一人で活動させることなく、いつも子どもと一緒に活動する。 
衛生の欠如は何が起こるのか。 
－下痢になる 
－皮膚の病気（疥癬、膿瘍 abscess） 
－シラミ（Louse, insect） 
どのような原因で下痢になったのか。 
以下の文章に対してどれが正しいのかどれが正しくないか。 
1．下痢は非常に危険ではない病気である。 
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2．下痢は患者の命を奪う可能性が高い。なぜなら、体から水分がなくなるからである。 
3．子どもが下痢になった時は子どもに水を飲ませない。 
4．下痢にかかった子どもにご飯を食べさせ続ける。 
5．もし子どもは 2週間以上下痢にかかったら、お医者さんに相談した方がいい。 
以下の飲み物はどれが子どもに下痢になった時に飲ませた方がいいと思うのか。 
－母乳 
－コカコーラ Coca cola 
－コーヒー 
－ココナッツウォーター 
－井戸の水 
－Unicef により作られた、水分補給のためのお水 
以下の文ではどれかが下痢にかからないための文章だと思うか。 
－6ヶ月まで子どもにずっと母乳だけをあげる。 
－沸かしたお水だけ飲ませる。 
－きちんとトイレを使い、あるいは排便した後土で埋める。 
－トイレを済ませた後、手を洗う。 
－ご飯およびお水をきちんとカバーする（Cover food） 
－周囲のゴミがないように綺麗に掃除する。 
下痢に関するビデオの紹介 
－下痢にかかった時の水分補給の水を作り方のビデオの紹介 
皮膚の病気について 
疥癬あるいは膿瘍 abscess とは体の組織内に蓄積した膿の集合体である。症状として皮
膚には腫瘍が現れ、腫瘍の周りは赤く、そして熱を持ち、痛みを伴い、発熱する。 
 
注射について 
注射は子どもの命を奪うような色々な病気を予防することができる。注射しなかった子
どもは様々な病気にかかり、例えば栄養欠如、機能障害になり、死亡する場合もある。 
それらの病気はジフテリア（Diphtheria）、破傷風（Tetanus）、麻疹（Measles）、結核
（Tuberculosis）などがある。 
どのようにして子どもが栄養欠如であることが分かるのか。 
－定期的に子どもの体重および子どもの身長を量る。 
子どもが栄養欠如にならないようにどのような対策があるのか。 
－子どもに十分で適切なご飯を与えることである。 
適切な食事とは何か。 
1． 体を作るもとになるものタンパク質に含まれる：肉、魚、牛乳、マメ科、昆虫であ
る。これらのものを食べると体がよく成長できるようになる。 
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2．エネルギーを作るもとになるもの：穀物（米、小麦、トウモロコシなど）、サツマイ
モ、サトイモ、バナナ、バータ、オイルである。 
3．体の調子を整えるもとになるもの：野菜、果物である。 
 
第 5 課 精神力（Psychomotricity） 
2 日間 
授業の目標 
－受講生は子どもの身体能力および子どもの五感を理解するようになる。 
－受講生は子どもの年齢に応じて活動を行うことを準備することができる。 
 五感について 
－子どもの体は非常に大切なもので、体は道具として子どもがさまざまなことを探求し
（Search,Explore）、徐々に自分が追及したことを身に付ける。 
－コミュニティ・プレスクールの教師としてはさまざまな活動を提供し、子どもに自分
で体験し、さまざまな発見をすることができる。 
－これらの活動を通して、コミュニティ・プレスクールの教師が子どもに自分の探検し
たことを話してもらったり、説明してもらったりする雰囲気を作る。 
－コミュニティ・プレスクールの教師は簡単な遊びから少しずつ難しい遊びを準備する。 
－コミュニティ・プレスクールの教師は子どもに手遊びの活動を提供する。 
遊びを通して学ぶ（Learn by Doing） 
ビデオで見せる 
－子どもが楽しいことを行う大切さについて 
－すべての子どもが活動に参加することの大切さ 
－子どもの考え方の大事にし、子どもが発言したことを観察する。 
 
 
第 6 課 手遊び、手で活動する（Working with hand-drawing） 
1 日間 
授業の目標 
－受講生は子どもの手の動きの発達が分かるようになる。 
－受講生は子どもに手の動きの発達に関する活動をサポートする効果ができるようにな
る。 
左利きの子どもについて 
多くの人は右利きである。これは左手を使うより右手の方が使いやすいということであ
る。しかし、左利きである人もいる。左手を使う人は右手より左手の方が使いやすいとい
うことである。右手と左手を使う人であるとしてもこれらの人の能力、性格
（Personality）などには影響を与えない。 
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コミュニティ・プレスクールでは教師が子どもの体を観察し、子どもは体のどの部分が
優れるのか。例えば、右手を使いやすい子どもであり、左手の方が使いやすい子どもであ
れば、教師が子どもに使いやすい方をサポートする。 
手遊びに関わる活動 
－ボールを投げたり、ボールをキャッチしたりする。 
－ダンスをする。 
－手遊びをする。 
－パズルで遊ぶなどである。 
 目と手を動かす活動 
－絵描き、ハサミで紙を切ること、折り紙、輪ゴム飛ばし、粘土細工、ビーズつぎはぎ
などである。 
－日常生活に関わる活動としては洋服を自分で着ること、ボタンをとめること、靴のひ
もを結ぶこと、髪を整えること、歯を磨くことなどである 
 
 
第 7 課 言語 （Language Stimulation） 
2 日間 
授業の目標 
－受講生が子どもの発達段階の重要性を理解するようになる。 
－受講生が子どもの言語能力の発達段階について理解するようになる。 
－受講生が子どもに言語能力の発達のサポートのために、様々な活動を用意することが
できるようになる。 
なぜ言語能力が必要なのか。 
－言語能力は思考能力の発達に繋がる。 
－言語能力は社会的なコミュニケーションを取る手段としている。 
言語はコミュニケーションの手段として子どもは 
－自分が何かを求めたり、欲しがったりすることを表現できる。 
－他の子どもとコミュニケーションを取ることができる。 
－自分の思考, 情緒を表現することができる。 
－子どもがたくさんの言葉が出来ることは子どもが小学校に入学する準備ができている
ということである。 
コミュニティ・プレスクールの教師の役割 
－子どもに言語能力が表現できるようにサポートする（発言させること） 
－子どもが少しずつ言葉を増やし、文を言えるように奨励する。 
－コミュニティ・プレスクールの教師は時間を取り、子どもの話を待って聞いていあげ
る。 
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－コミュニティ・プレスクールの教師は子どもの言語能力を発達するように子どもとコ
ミュニケーションを取ることが重要である。 
－もし子どもが上手く自分の伝えたいことを表現できなかったり、はっきり言葉を言え
なかったりする場合は、教師は子どもを叱ることではなく、優しく子どもに教える。 
基本的な言語能力について 
－生まれた後の 2日間、3日間には赤ちゃんが自分の母の声を意識することができる。 
－子どもは声の意味を理解し始める。 
－3 か月間から 4 か月間には子どもは声を変化させることができる（怒るときは強い声
を出す、柔らかい声、静か）。 
－1 歳になり、子どもは 20 から 50 程度の言葉の意味を理解することができる。これら
の言葉は自分の周囲では必要な言葉であり、人、物、行事に関わる身近な言葉である。 
－1 歳半になり、子どもは 50 程度の言葉で話すことができ、そして 100 程度の言葉の意
味を理解することができる。 
－2 歳になり、子どもは 100 程度の言葉で話すことができ、そして 500 から 600 の言葉
の意味を理解することができる。かつ、子どもは少しずつ言葉と言葉を繋げることができ
る。 
－3 歳になり、子どもは文法を使えるようになり、そして 1000 以上の言葉を話すことが
できる。 
 
第 8 課 科学（実験、環境教育と観察）Science (Experiment, Pedagogical Environment 
and Observation) 
2 日間 
授業の目標 
－環境に関わる教育と教授法を理解する。 
－外に出て、観察する活動のプロセスをはっきり理解する。 
－子どもたちと観察する活動の準備し方を理解する。 
環境教育とは何か。 
周辺の環境を対象として観察する活動を行うのは重要なメリットがある。それは教師が
簡単に準備することができ、子どもも普通に気を付かない周りの環境に気を付くようにな
る。この活動を通して、子どもは観察する能力を付き、質問をしたり、疑問を持ったりす
るようになる。教師は子どもに考える能力をサポートし、子どもに周辺の物、環境に関し
て考えさせるように促進する。また、子どもに質問させたり、自分で答えを解くようにサ
ポートをする。観察活動は以下のようにある。 
－自然（森、動物） 
－文化に関わる行事（お祭り、行事など） 
－周りの人の職業（大工、工芸品） 
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－重要な場所（ お寺、記念塔） 
子どもに環境について興味を持たせるためにどのようなことをするのか。 
－子どもが知りたがったり、聞きたがったりすることを励ますこと。 
－子どもに自分で質問を聞きたがることを促進すること。 
－そして、外に出て観察する活動を行う。この活動を通して子どもは答えを見つけ、歩く
途中で色々な物に気を付く。 
観察する活動に関するビデオ 
1． 観察する活動の前の準備 
－場所を決める 
－観察する場所のいる人に連絡を取る 
－そこで活動を行う 
2． 観察しに行くときの活動 
－道で歩く時 
3.コミュニティ・プレスクールに戻る時 
－観察した後の子どもの感想を聞き、何が見えたのを聞く。 
4．次の観察する活動を行うときは前回の観察する活動に繋ぐ。 
第 9 課 子どもの知能発達 (Intellectual Development) 
2 日間 
17．08．2018 2 日間 
授業の目標 
－受講生に子どもの感情の大事さについて興味を持たせるようになる。 
－受講生は子どもの感情を社会的に受け入れるような発言ができるため、子どもを導く。 
－受講生は子どもの感情の発達段階を考え、適切な活動を準備するようになる。 
－受講生は子どもの管理およびクラスの管理をしやすくなる。 
研修講師に出された質問 
1．子どもの態度はどのような態度が大人から見ると、あまり好ましくない態度なのか。 
2．どうして子どもはこのような態度をとったのか。 
3．この態度に関して教師としては子どもを助けるために、どのような対策を取るのか。 
4．子どもが他人と良いコミュニケーションを取ることができるために、どのような事
を持った方がいいのか。 
 
質問に対して、受講生は自らの経験を語った 
1．子どもの態度のどのような部分態度が大人から見ると、あまり好ましくない態度な
のか。 
－教師が教えるときに子どもが聞かない 
－友だちの物を盗む 
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－友達と喧嘩する 
－教師が教えるとき、子どもが他の友達としゃべる 
－子どもは突然訳が分からなく怒りやすい 
－子どもはすぐに泣きやすい 
－友だちとおもちゃを取り合う 
 
2．どうして子どもはこのような態度をとったのか。 
－反抗期だからである。 
－子どもは自分の感情、気持ち（楽しくない、望ましくない、悲しいときなど）を大人
に言葉で伝えにくいからである。 
3．この態度に関して教師としては子どもを助けるために、どのような対策を取るのか。 
－教師は子どもに自分の感情、気持ち、やった事などを説明させられ、そして、教師は
子どもに自分のやった事を少しずつ認めさせてもらう。 
－子どもの活動をずっと目から離さない。 
－子どもが教師に話しかけるときはきちんと聞いてあげる。 
－子どもは教師に対して頼りになる存在だと思ってくれたら、遠慮なく教師に自分の感
情（伝えたいこと、悲しい気持ち）などを伝えしやすくなる。 
－そして、教師は子どもをコントロールしやすくなる。 
 4．子どもは他人と良いコミュニケーションを取ることができるために、どのような事を
行った方がいいのか。 
－人なつこい（フレンドリー） 
－友だちとお菓子やおもちゃなどを分けてあげる 
－友だちと相談する 
－質問をするのがよくある 
－他の友だちと協力する 
－自分の番を持つ 
－友だちからのコメントを聞く 
－互いに尊敬する 
－ユーモアがある 
研修講師からの注意 
例 1．教師としての役割：他の友だちのお菓子を盗んだ子どもに対して、教師は盗んだ
子どもに注意する時は二人だけで相談する。他の子どもの前に注意すると、盗んだ子ども
にとって、恥ずかしいし、名誉を損なうからである。教師の役割は母親のようである。 
例 2．子どもの集中力が長時間に集中することができないため、様々な活動に興味を持
つ。 
ある受講生から自分が教えたときの経験を語った。 
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教えるときは、空に飛行機を飛んでいる音を聞いて、子どもたちはすぐに外を出て見に
行った。いくら教師が何回も出ないでほしいと注意しても、子どもたちが出て行ってしま
った。また、結婚式、お葬式なども同様に結婚式の音楽を聴くとすぐにクラスを出て行っ
てしまった。その時どうすればいいのか分からなくて、本当に困っていた。 
研修講師からのコメント：子どもは集中力が大人と長時間に集中することができないた
め、様々な活動にすぐに興味を持って、新しいことを見たがったり、知りたがったり、分
かりたがったりするので、教師としては厳しすぎない方が良いと指摘した。 
5．子どもに良い影響を与えるため教師はどのようなことをするのか。 
－教師は子どもが良いことをやるとき、良い態度を取る時に、子どもを励ますことが重
要である。 
－教師はいつも子どもに遊ぶ時間を与え、遊びの物は子どもに根気をつけさせる、自分
の番まで待たせる習慣を育てる。また、他の友だちとおもちゃを分け合う習慣を付けさせ
ることなどが必要である。 
6．教師はいつも子どもに自分勝手に遊ばせるのか。 
－いいえ、子どもは他の子どもたち及びグループの活動を対応しなければならない。教
師は指導者として子どもに何が良いことか、悪いことなどを教える。そして、子どもに自
信を持たせる習慣をづける。 
 
18．08．2018 
下記のような意見についてあなたはどう考えるのか。 
－幼児に様々な活動を行うのは無駄な事だという、それは子どもが小さいから何も活動
の意味を何も理解できないから、子どもがもう少し大きくなってから、活動を行った方が
良い。 
－子どもにおもちゃを与えるのが単純すぎて、子どもにとって非常に窮屈である。 
－子どもに対して様々な活動を行わなくても良い。なぜなら、子どもは教師の指摘に聞
いてもらえないから、そして子どもは自分勝手に遊びたい物ばかりで遊ぶからである。 
－小さい子どもは活動に参加したくない。しかし、小さい子どもは自分より大きい子ど
もと遊びたい。 
－子どもに読み聞かせるのが重要なことではない。子どもはそのような物語が好きでは
ない（聞きたくない）からである。 
－子どもに勝手に自分をやりたいことをやらせた方が良い。もしやらせなかったら、子
どもはよく泣くからである。 
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第 10 課 保護者と関係 (Communication with Parents) 
1 日間 
授業の目標 
－受講生は子どもの保護者の役割の重要性を理解するようになる。 
－受講生は保護者と上手にコミュニケーションを取る能力を付き、困難な状況にあって
も適切に問題解決することができる。 
－保護者に子どもをコミュニティ･プレスクールに通わせるように助言をする。 
保護者は子どもに対してどのような重要な役割を果たすのか。 
－保護者は子どもにとって重要な第一の教育者である。 
－保護者は子どもの要求に応じてサポートをする（身体的、心理的、愛情、物質的なサ
ポート Material）。 
－子どもの発達および子どもの福祉は家族に依存する。 
－家族は子どもにとっての居場所であり、知識を与えるところ、正しい姿勢を学ぶ場所
である。 
－家庭の環境は子どもに人生の最初に学ぶ場所であり、冒険であり、世界の発見場所で
ある。 
保護者は子どもにとっては非常に大事な教育者である。しかし、保護者は常に子どもに
対して自分の役割のことに注意を払っているわけではなかった。時々、保護者は自分の能
力を評価し、自分は特に子どもに対して何も教育する能力を持たないと述べる。このよう
な理由をつけ、保護者は自分の果たすべき役割を学校の教師に任せてしまう傾向がある。
そこでそして、保護者は徐々に子どもと接触する時間は少なくなっていくのである。 
なぜ教師は保護者と関係性を築くのが大事なのか。 
－保護者は自分の子どもの情報をよく把握する者である。 
－保護者は子どもの発達段階を観察し、子どもの発達を促進することができる。 
－保護者と教師とコミュニケーションを取ることは、子どもにとって非常によいメリッ
トがある。 
どんな時に教師は保護者と連絡を取るのか。 
－教師はいつでも保護者と連絡を取ることができる。 
－子どもに関わる情報を知りたい時に連絡を取る。 
－子どもの発達状況および子どもに変化があれば保護者に伝えたいときに連絡を取る。 
－保護者がどのように子どもと関わっているのかを知りたい時に連絡を取る。 
－教師は保護者にコミュニティ・プレスクールの状況、活動に参加することを求めるため
に、招待するときに連絡を取る。 
ロールプレイ 
テーマ 
1.あなたはコミュニティ･プレスクールの教師である。クラスの中にダラー君は数日間
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コミュニティ・プレスクールに来られなかった。普段、ダラー君は定期的にコミュニテ
ィ･プレスクールに来ていた。あなたはダラー君の両親と会いに行って、ダラー君のこと
を聞きに行く。 
2. あなたはコミュニティ･プレスクールの教師である。クラスで一人のモニロットちゃ
んはよくコミュニティ・プレスクールの玩具をポケットに隠して家に持って帰ることをよ
く見かける。あなたはモニロットちゃんの両親に相談をしに行く。 
3.3 日間くらいソカライちゃんは涙を流しながらコミュニティ・プレスクールに来てい
た。あなたはソカライちゃんには何があったのかを聞きに、ソカライちゃんの両親に会い
に行く。 
4.あなたはマーケットで偶然コミュニティ・プレスクールではとても積極的な一人の子
どものお母さんに会った。この場を借りて、あなたはこの子どものお母さんに自分の子ど
もについての活発的な状況について会話を交わす。 
5.ダーヴォット君の両親は自分の息子に勉強をさせているようである。ダーヴォット君
はコミュニティ・プレスクールでは一人で頑張って字を書いたり、読んだりする。あなた
はダーヴォット君の両親に会いに行って、ダーヴォット君のコミュニティ・プレスクール
での状況を知らせる。 
6.ソティちゃんは他の子どもと全然一緒に遊ぶことがない。他の子どもから離れて、ず
っと一人で立っている。誰にも喋りたがらない。あなたはソティちゃんの両親に相談しに
行く。 
7.あなたは子どもにご飯を食べる前に手を洗うことを教えた。あなたはコミュニティ・
プレスクールで教えたことを子どもが家で練習するかどうかを子どもの両親と確認する。 
コミュニティ・プレスクールの教師は保護者にコミュニティ・プレスクールの活動を促
進するためにどのようなことをするのか。 
－教師は保護者にコミュニティ･プレスクールの活動を活発的に様々なことを共有した
りする。 
－子どもにコミュニティ・プレスクールで学んだことを親に教える。 
－教師はよく活動を作り、子どもが参加するようなパフォーマンスであり、歌を歌った
り、ダンスをしたり、子どもが作成した作品を展示して、保護者にも招待して、参加して
もらう。 
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第 11 課 子どもと働くことおよび子どもの権利 （How to work with small group of 
Children and Child Rights） 
1 日間 
授業の目標 
－研修生は子どもと関わる仕事の重要さをよく理解するようになる。 
－子どものそれぞれの要求を理解するようになる。 
－ 
子どもの年齢に応じて、活動を行うことができるようになる。 
 
子どもにとって重要な要求とは何か。 
－遊びが重要なことである。 
－遊びを通して学ぶ（Learn by doing）。 
－エネルギーが必要である。良く疲れる（泣く、友達と喧嘩するなど）。 
－場所を移動するのが好きである。 
－良く活動を変えるのが多い。 
－ どのくらい自分の力持ちなのか、よく他人に自分の力を見せる（速く走ること、速
く歩くことなど）である。 
プレスクールで良く行う活動とは何か。 
－ 体を動かす：歩く、走る、登る、上がる、投げる、引く、押すなどである。 
－ 手を動かす：絵を描く、絵を塗る、切る（紙）、折る（折り紙）、張る、織るなどで
ある。 
－ 言語能力：読み聞かせる。 
－認知能力：物の形（四角、丸い、三角）、パズル、色、物を並べる（小さい物から大
きい物まで） 
 
 
子どもの権利 （Child Rights） 
子ども権利条約は国際条約であり子どもの法律の原理である。この条約は 1990 年 9 月 2
日に登録された。子どもの権利について詳しく書いた。それは子どもが政治、経済、社会、
文化に関わることに承認された。この条約は 3つ 
１．この条約の実効するための指摘（無差別など） 
２．子どもの権利（4つあり、１．生存権、開発権、保護権、参加権） 
３．子ども権利の条約加盟国の義務 
子どもの権利（4 つあり、１．生存権、開発権、保護権、参加権） 
１．生存権：食べる、服、寝る場所、健康保険、国籍などである。 
２．開発権：教育を受ける権利、研修、娯楽の与えるチャンス、情報を受ける権利、障
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害を持っている子どもの権利、少数民族の子どもの権利などである。 
３．保護権：身体の保障、労働の保障、暴力の保障、戦争の時の保証などである。 
４．参加権：子どもの意見を自由に発言できる、コミュニティに作ったミーティングへ
の参加、活動などである。 
 
 
第 12 課 子どもの能力評価について（Tools to Evaluate  Children`s Capacity） 
1 日間 
22.08．2018 
授業の目標 
－ 受講生は小学校 1 年生に入学するための子どもの能力評価についての意義をはっきり
理解するようになる。 
－ 受講生は評価方法ができるようになる。 
子どもの評価とは何か。 
－ 子どもの知識、行動、性格、子どもが優れることについて子どもに関する情報を収集
することである。(Meisels,2001) 
－ 子どもに関わる情報を把握した後はこれらの情報を利用し、子どものレベルに適切な
方法、クラスの活動の準備、教える方法を考慮することができる。 
－ 教師および保護者が子どもの発達能力を理解することができる。このような評価を通
して、教師が子どもの能力を促進することができる。 
子どもの評価は高質である幼児教育プログラムにおいては非常に重要なセクタである。教
師が子どもを観察し、子どもを評価することを通して、子どもの情報を把握し、子どもが
優れるところが分かるようになる。 
子どもの評価は重要なのか。 
子どもの評価は教師および子どもの家族が子どもの能力発達について情報を交換すること
ができる。 
－ 子どもの身体、知的、言語、情緒の発達について観察することができる。 
－ 特別な支援を必要な子どもを早い段階を理解し、教師が子どもに支援をすることがで
きる。 
－ 子どもの長所と短所を理解し、子どもが要求することを提供することができる。 
－ 教師および保護者が子どもを支援することができるようになるために、協力すること
が重要である。 
子どもを評価する目的は何か。 
－子どもは何が出来るのかを分かる。 
－子どもが必要な要求が分かる。 
－子どもに適切な方法を使用することができる。 
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－子どものニーズに適切なカリキュラムを提供することができる。 
－教師は保護者に子どもの勉強状況および子どもが優れることについて情報を共有するこ
とができる。 
－ 子どもがコミュニティ・プレスクールにいるときの活動と家庭でいるときの活動につ
いて関係性を作ることができる。 
－教師は子どもの能力を評価することにより、自分の教え方を再検討し、教えることを良
くなるために、色々な工夫をすることができる。 
子どもの能力を評価するためにどのような方法を使用するのか。 
子どもの能力を評価するためには、2 つの方法がある。それは、非公式な評価と公式な評
価である。 
－非公式な評価とは観察を通して評価する。この観察は評価者が見たことを判断する。ま
た、子どもの作品から評価する。 
－公式な評価とはきちんと質問用紙およびアンケートなどがある。 
以上の 2 つの方法は非常に効果的な方法であり、教師および保護者に子どもの発達状況を
理解することができる。 
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第 13 課 スケジュールの作成 （Curriculum-Schedule） 
2 日間 
授業の目標 
－授業でさまざまな活動が行える。 
－受講生は週間のスケジュールを作成するようになる。そして子どもの年齢に適切な活
動をよく考えて、作成する。こられの活動（体全体を動かす、手の動き、言語、知的能力）
に関わるアクティビティである。 
どうして指導計画が必要なのか。 
－コミュニティ・プレスクールの教師に注意を払い、クラス活動を忘れないように指導計
画を作成するのが重要である。 
－活動に関してさまざまな準備をする。 
－保護者に子どもがコミュニティ・プレスクールではどのような活動を行っているのかを
報告しやすい。 
保護者はスケジュールが分かるようにどのようなことをすればいいのか。 
－コミュニティ・プレスクールのどこか見やすい場所に貼る。 
－字が読めない人に対して分かるようにシンボルを使用する。 
例えば、 読み聞かせる時間（絵本の時間） 
絵を描く時間 
手を洗う 
 動きの遊び 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
64 
 
謝辞 
 
本論文の執筆にあたり、指導教員である田中浩司先生に多くのご助言、丁寧なご指導を
くださいました。大変お世話になっており、感謝を申し上げます。 
また、教育学研究室の諸先生方々、諸先輩方々にもご協力、ご応援を頂き、深くお礼を
申し上げます。特に、荒井文昭先生にもいつも優しい笑顔で丁寧に教えて頂き、誠にあり
がとうございました。また、和田美和さん、須永真理さん、山沢智樹さんに日本語のご修
正、ご相談など、本当に皆さんにご迷惑を掛けながら、お世話になっておりました。 
 研究対象である Krousar Yoeung という NGO が参与観察に参加させていただき、インタ
ビューのご協力、および CYK という NPO のスタッフがカンボジアの幼児教育に関わる資料
を下さったり、幼児教育の状況を説明してくださったことを本当にありがとうございまし
た。 
最後に、田中ゼミの皆さん、教育学研究室の皆さんに厚く御礼申し上げます。 
 
 
2019 年 1 月 10 日 
 
 
 
 
 
 
